
電磁ツース・乾式定位置かみ合い電磁クラッチ
多板電磁クラッチ /ブレーキ



ి࣓πʔεɾࣜסఆҐஔ͔Έ߹͍ి࣓Ϋϥον
ଟ൘ి࣓Ϋϥον�ϒϨʔΩ

1�38（ত࿨13）೥の૑ۀ以དྷ、さま͟まなクラッチシスςϜの։発・੡造を行ってきたখ૔クラッチ。

クラッチ/ブレーキの૯合ϝーカーとして、̤ ̖機器用からҰൠۀ࢈用まで෯޿くχーズにରԠしており、そのٕज़

力と৴པ性はੈքで認めらΕています。

特に、ੈ քதのお٬様にྦྷ4ܭԯ୆以上をఏ供したカーΤアコン用クラッチのٕज़と࣮੷は、ੈ ք̣̾ɽ̍ といえます。

また、౰ࣾでは全޻場・全੡品において、جࡍࠃ४である*SO�001および14001を取ಘしております。

౰カλϩグでは、そのখ૔クラッチが持てるςクϊϩジーをۦ使して։発さΕた電磁πースクラッチ、ס式定位置

かみ合い電磁クラッチ、ס式・湿式多൘電磁クラッチ/ブレーキシリーズを঺հしています。
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౰カλϩグでは、そのখ૔クラッチが持てるςクϊϩジーをۦ使して։発さΕた電磁πースクラッチ、ס式定位置

かみ合い電磁クラッチ、ס式・湿式多൘電磁クラッチ/ブレーキシリーズを঺հしています。
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҆શ্ͷ஫ҙ

ݥɹة ҆全カバーを必ずઃ置してください。

ɹճసମ͕࿐ग़͍ͯ͠ΔͨΊɺ੡඼ʹखɾࢦͳͲ਎ମ͕৮ΕΔͱոզͷݪҼͱͳΓ·͢ɻݥة
๷ࢭͷͨΊɺ਎ମ͕৮Εͳ͍Α͏ɺඞͣ෩௨͠ͷྑ͍҆શΧόʔͳͲΛઃஔ͍ͯͩ͘͠͞ɻ·
ͨɺΧόʔΛ։͚ͨͱ͖ʹ͸ճసମ͕͢ࢭఀٸΔΑ͏ʹɺ҆શߏػͳͲΛઃ͚͍ͯͩ͘͞ɻ

ݥɹة 引Ր・ര発のݥةがあるงғؾதでは使用しないでください。

ɹىಈɾ੍ಈ࣌ͷεϦοϓͰՐՖ͕ൃੜ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻҾՐɾരൃͷ͕͋ݥةΔ༉ࢷɾ
Մ೩ੑΨεงғؾͳͲͰ͸ɺઈରʹ࢖༻͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺपғʹ೩͑΍͍͢෺͕͋Δ
৔ॴͰ͸ɺຊମΛີด͢ΔΑ͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻີด͢Δ৔߹͸ɺڐ༰ྔࣄ࢓ͳͲ͕௿Լ͢Δ
ͷͰ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ

˒ଞ機छ品の分࡭カλϩグも用意していますので、ごར用ください。（ৄࡉはP76〜77

さらに、౰ࣾϗーϜϖージʪIUUQ�//XXX.PHVrBDMVUDI.DP.KQʫにおいても検ࡧできます。


はP75ࡉৄ）

  ̇ ੡品のご検౼にࡍしては、౰カλϩグやଞٕज़ࢿ料などをよくおಡみいただくとともに、
　҆全にରしては十分に注意を෷って、ਖ਼しくご使用いただきたくおئいいたします。
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ݥɹة 許容仕事量以内でご検౼ください。

ɹڐ༰ྔࣄ࢓Ҏ্Ͱ࢖༻͢Δͱɺൃ೤͕େ͖͘ͳΔ͜ͱͰಈ࡞໘͕੺೤͠ɺՐࡂͷݪҼʹ
ͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ·ͨɺॴఆͷੑೳ͕ಘΒΕͳ͘ͳΓ·͢ͷͰɺڐ༰ྔࣄ࢓Ҏ಺Ͱ͝
ɻ͍ͩ͘͞౼ݕ

ݥɹة 許容回転଎度以上に回転を上げて使用しないでください。

ɹڐ༰ճస଎౓Ҏ্Ͱ࢖༻͢Δͱɺৼಈ͕େ͖͘ͳΓɺ৔߹ʹΑͬͯ͸ഁଛͨ͠Γɺඈࢄ
͢ΔͳͲɺඇৗʹݥةͳঢ়ଶͱͳΓ·͢ɻඞͣڐ༰ճస଎౓ҎԼͰ࢖༻͠ɺอޢΧόʔΛ
ઃஔ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ݥɹة ਫ・༉ྨࢷが付ணしないようにઃܭしてください。

ɹࣜסΫϥον�ϒϨʔΩͷ৔߹ɺຎࡲ໘͸΋ͪΖΜɺຊମʹਫɾ༉ֻ͔͕ྨࢷΔͱɺຎ
ց͕ଦ૸ͨ͠Γ๫૸ͨ͠Γ͠ػ໘ʹ෇ணͯ͠ɺτϧΫ͕ஶ͘͠௿Լ͠·͢ɻͦͷͨΊɺࡲ
ͯɺոզͷݪҼͱͳΓ·͢ɻ

ݥɹة ボルトのక付けトルク、؇みࢭめは׬全に行ってください。

ɹϘϧτͷక෇͚۩߹ʹΑͬͯ͸ɺͤΜஅͯ͠ഁଛ͢ΔͳͲɺඇৗʹݥةͳঢ়ଶͱͳΓ·
͢ɻඞͣنఆͷక෇͚τϧΫɾϘϧτࡐྉΛ࢖༻͠ɺ઀ணࡎɾεϓϦϯάϫογϟͳͲͰ
࣮֬ʹ؇ΈࢭΊͳͲͷॲஔΛ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

ݥɹة 使用する電線サイズは電源容量に合ったものをご使用ください。

ɹిྲྀ༰ྔͷগͳ͍ిઢΛ࢖༻͢Δͱɺઈԑൽບ༹͕͚ͯઈԑෆྑͱͳΓɺిײɾ࿙ిͷ
͓ͦΕ͕͋Δ΄͔ɺՐࡂͷݪҼʹͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

ݥɹة DCःஅする場合、クラッチ/ブレーキコイルと並列に保護素子をご使用ください。

ɹεΠονΛ੾ͬͨͱ͖ɺిىٯѹʢόοΫαʔδʣΛൃੜ͠·͢ͷͰɺͦ ͷ··࢖༻͢Δͱɺ
ίΠϧͷઈԑྼԽ΍εΠον઀఺ͷྼԽɾমଛΛੜ͡ɺ͞Βʹ͸पลثػʹѱӨڹΛ༩͑Δ͜
ͱ͕͋Γ·͢ɻద੾ͳอޢૉࢠΛ઀ଓ͠ɺ์ిճ࿏Λߏ੒͢Δ͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ

஫ɹҙ 周ғڥ؀をご確認のうえ、ご使用ください。

ɹਫణɾ༉ణɾਖᆍʹ͞ࡽΕͨΓߴɺ Թɾ࣪ߴͷڥ؀ԼͰ͸ɺ੡඼ͷଛইɺޡಈ࡞ͷݪҼɺ
͋Δ͍͸ੑೳͷྼԽΛট͖·͢ͷͰɺ࢖༻͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺৼಈɾিܸͷֻ͔Δ
৔ॴʹ௚઀औΓ෇͚ͯ࢖༻͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
஫ʣ࣓ؾ࿙ӮʹΑΔपลثػ΁ͷӨ͕͋ڹΔ৔߹ʹ͸ɺःஅॲஔͳͲΛ࢖ͯ͝͠ࢪ༻͍ͩ͘͞ɻ

஫ɹҙ 潤滑༉のछྨ・量・給༉方法は規定通りに行ってください。

ɹنఆ֎ͷ࢖༻Λ͏ߦͱɺۭసτϧΫ͕૿େ͢ΔͳͲɺෛՙ͕࿈ΕճΓͯ͠ɺ0''ঢ়ଶ
Ͱ΋ػց͕ಈ͖ɺոզΛ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

஫ҙ	 ●খ૔クラッチ͓Αͼখ૔クラッチࢦఆҎ֎ͷୈऀࡾʹΑͬͯɺमཧ・෼ղ・վ଄͞Εͨ͜ͱͳͲʹىҼͯ͠ੜͨ͡ଛ֐ͳͲʹͭ
͖·ͯ͠͸ɺ੹೚Λෛ͍͔Ͷ·͢ͷͰྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻ

	 ●͜ͷ҆શ্ͷ஫ҙΛ͸͡Ίɺカλϩグ΍ٕज़ࢿྉʹ͞ࡌܝΕ͍ͯΔ༷࢓Λ͓அΓͳ͠ʹม͢ߋΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰɺྃ͝ঝ͘
͍ͩ͞ɻ

●֤ੑೳදʹࡌهͷ਺஋͸࣮ଌඪ४஋Ͱ͋Γɺอূ஋Ͱ͸͋Γ·ͤΜɻ

ʪ湿式クラッチ/ブレーキʫ



MWC形
湿式多板電磁クラッチ

MWB形
湿式多板電磁ブレーキ
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ʢड஫ੜ࢈඼ʣ
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MW 4E3*E4

Electromagnetic Tooth Clutch,
Dry & Wet Type Multiple Disc

湿式多板電磁クラッチ/ブレーキ トルクൣғ

M;形
電磁πースクラッチ

ʦϕΞリングλイプʧ

M;形
電磁πースクラッチ
ʦフランδλイプʧ

��ʙ���N・N

����ʙ����N・N
����ʙ����N・N

ʢड஫ੜ࢈඼ʣ

M; 4E3*E4 電磁πースクラッチ トルクൣғ

MDC形
式多板電磁クラッチס

MDB�N形
式多板電磁ブレーキס

��ʙ����N・N
����ʙ����N・N

ʢड஫ੜ࢈඼ʣ

��ʙ���N・N

MD 4E3*E4 式多板電磁クラッチ/ブレーキס トルクൣғ

M;4形
式ఆҐஔ͔Έ߹い電磁クラッチס

��ʙ���N・N

M;4 4E3*E4 式ఆҐஔ͔Έ߹い電磁クラッチס トルクൣғ
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˔খ形・ߴトルク
˔ϫイドバリΤーシϣン
˔取付け容易
˔ϋイレスϙンス
˔ϩングライϑ
˔許容仕事がେきい

OTPF/H形：DC24Vܥ
定出力ݻ

˔クレーン：ר上ドラϜのਖ਼逆・変଎
˔ટ൫：ओ軸ૹりの変଎
˔ϑライス൫：ओ軸ૹりの変଎
˔ϑライス൫：スϐンドルの੍動・保持
˔೶ۀ機ց：ٸ଎ટ回用
˔シールドマシン：カッλー部のۦ動
˔ࣹ出成形機：ܕకめ
˔インσックスςーブル：ςーブルのۦ動
˔೶ۀ機ց：ϑΝンۦ動

1
�

�
ʙ

�
�

ทಛɹɹ௕ ద用電ݯ૷ஔ 用్ྫ

˔খ形・ߴトルク
˔確࣮な作動
˔ௐ整不要
˔ドラグトルクθϩ
˔取付け容易
式・湿式λイプの2λイプס˔

OTPF/H形：DC24Vܥ
定出力ݻ

˔ं用֤छςスλ：Ϟーλとλイヤۦ動力の縁切り
˔৫機：ר取りϩールのۦ動
൫：ख動ૹり機構の縁切り࡟ݚ˔
˔ࣹ出成形機：ૹり軸の起動
˔ҹ࡮機ց：ૹりϩールのಉ期運転
˔圧Ԇ機：圧Ԇϩールのۦ動力の縁切り
˔クレーン：ϑックの保持
˔ࣗ動ドア：ドアの保持

1
�

ʙ
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ทಛɹɹ௕ ద用電ݯ૷ஔ 用్ྫ

˔খ形・ߴトルク
˔ϫイドバリΤーシϣン
˔取付け容易
˔ۭ転摩໣গ（MDB�N）

OTPF/H形：DC24Vܥ
定出力ݻ

˔ϑライス൫：ςーブルの੍動
˔スプリング੡造機ց：カϜ軸のۦ動
機ց：材料ૹりϩールの起動޻ࢴ˔
˔ҹ࡮機ց：ϩーラ軸の起動
˔無ਓൖૹं：ंྠの੍動
˔஍தຒઃ෺޻事機ց：ύϫー΢インチのۦ動
˔ਫ໳：ήートのۦ動
˔ࣗ動૔ݿ：ύレットの੍動・保持
˔コンϕア：ύレットのൖૹ

1
�

�
ʙ

�
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ทಛɹɹ௕ ద用電ݯ૷ஔ 用్ྫ

合トルクখ܎˔
˔確࣮な作動
˔খ形・ߴトルク
˔ௐ整不要
˔取付け容易

OTPF/H形：DC24Vܥ
定出力ݻ

˔ҹ࡮機ց：ૹりϩールのಉ期運転
˔แ装ॆర機：コンϕアのಉ期運転
˔ଌ定器：検出ϔッドのಉ期運転
˔キϟッϐングマシン：ൖૹ軸のۦ動 1

�
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ทಛɹɹ௕ ద用電ݯ૷ஔ 用్ྫ
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 Synchro Position Clutch Series
Electromagnetic Clutch BrakeSeries



τϧΫൣғɿ2�ʙ�000/ɾN電磁πースクラッチ
Ogura Electromagnetic Tooth ClutchMZseries

小形・高トルク

τϧΫ͸ࣃͷ͔Έ߹͍ʹΑΓ఻ୡ͞ΕΔ
ͷͰɺখܗͰߴτϧΫ͕ಘΒΕ·͢ɻ

ドラグトルクθロ

ిྲྀΛ੾ΔͱɺεϓϦϯάʹΑΓࣃͷ͔
Έ߹͍͸׬શʹղ͔Ε·͢ͷͰɺυϥά
τϧΫʹΑΔ࿈ΕճΓ͸͋Γ·ͤΜɻ

࣮֬ͳ࡞ಈ

τϧΫ఻ୡதͷ͢΂Γ͕ͳ͘ɺճసதશ
ෛՙֻ͕͔͍ͬͯͯ΋ɺిྲྀΛ੾Δͱ଎
΍͔ʹղ์͠·͢ɻ

取付け容易

ίΠϧ੩ܗࢭͰ͋ΔͨΊɺऔ෇͚͕؆୯
ͰɺϒϥγͳͲͷফ໣෦඼͕ͳ͘ɺอक
Λཁ͠·ͤΜɻ

ௐ੔ෆཁ

ϩʔλͱΞʔϚνϡΞؒͷΤΞʔΪϟο
ϓ͸ৗʹҰఆͰ͋ΔͨΊɺऔ෇͚ޙͷௐ
੔͸ෆཁͰ͢ɻ

式・湿式λイプΛ४උס

৚݅ʹ߹Θͤͯબఆ͍͚ͨͩ·͢ɻ༺࢖

�



形式表示

MZ 2.5D
形式記号

	 ●M;	 : 電磁πーεクラッチ

定֨トルク：25〜500N・m

MODEL M; 電磁πースクラッチ

定֨トルク：1000〜4000N・m

MODEL M; 電磁πースクラッチ

�

トルクサイズ

湿記号・ס
̙ɿס式
̬ɿ湿式
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構造と動作
ϑΟʔϧυʢ੩ࢭ෦ʣɺϩʔλʢճస෦ʣ͓Α

ͼΞʔϚνϡΞϋϒ૊ཱʢճస෦ʣͷओཁ�෦඼
Ͱߏ੒͞Ε͓ͯΓɺϩʔλͱΞʔϚνϡΞͷٵҾ
໘ʹ͸ɺ͔Έ߹͍ࣃΛܗ੒͍ͯ͠·͢ɻ�0ܗҎ
Լ͸ϑΟʔϧυ͕ϩʔλʹ࣠ۄडͰ࣋͞ࢧΕͨճ
ΓࢭΊํࣜɺ100ܗҎ্͸ϑϥϯδऔ෇͚ํࣜ
Ͱ͢ɻ

ίΠϧʹ௨ి͢ΔͱɺϑΟʔϧυɺϩʔλ͓
ΑͼΞʔϚνϡΞؒʹ࣓ଋΛൃੜ͠ɺΞʔϚνϡ
Ξ͸ϩʔλʹٵҾ͞Εͯɺ྆ํͷ͔͕ࣃΈ߹͍ɺ
Ϋϥον͸࿈݁͠·͢ɻ
ྭ࣓Λ੾ΔͱɺίΠϧ͹ͶʹΑΓΞʔϚνϡ

Ξ͸੾Γ཭͞ΕͯɺΫϥον͸ղ์͠·͢ɻ

M;形　クラッチ

ճΓࢭΊ൘

ϩʔλ

ΞʔϚνϡΞ

ίΠϧ͹Ͷ

ΞʔϚνϡΞϋϒ

Ϧʔυઢ

ϑΟʔϧυ

ίΠϧ

ड࣠ۄ

͔Έ߹͍ࣃ
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付属品：保護素子

（取付け時歯先
の隙間）
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付属品：保護素子

（取付け時歯先
の隙間）



1�1�

アーマチュアハブ取付け穴配置

付属品：保護素子



1�

1 性能表

動作特性
M;形 2.5形、5形、10形、16形、25形、50形、100形、160形、250形、400形

表1

M;     2.5 2�� 2�� 0.��� ��.��� 1�� 0.0�0� 0.0�0� �000
M;     5 �0� 2�� 0.��� 2�.�0� 2�� 0.0�0� 0.0�0� ��00
M;   10 100� 2�� 1.2�� 1�.�2� �0� 0.0�0� 0.0�0� ��00
M;   16 1�0� 2�� 1.��� 1�.��� ��� 0.100� 0.100� ��00
M;   25 2�0� 2�� 1.��� 1�.��� �0� 0.1�0� 0.1�0� �200
M;   50 �00� 2�� 2.0�� 11.��� �0� 0.1�0� 0.1�0� 2�00
M; 100 1000� 2�� 2.��� �.�0� ��� 0.2�0� 0.2�0� 2200
M; 160 1�00� 2�� �.��� �.�2� �0� 0.�00� 0.�00� 2000
M; 250 2�00� 2�� �.��� �.��� �0� 0.��0� 0.��0� 1�00
M; 400 �000 2�� �.1�� �.��� 100� 0.��0� 0.�00� 1�00

形　番 定֨トルク
〔N・m〕 電圧

〔V〕
電流

〔A〕
抵抗

〔Ω〕
容量

〔W〕

アーマチュア
吸引時間
〔S〕

アーマチュア
ऍ放時間
〔S〕

許容
回転数

〔r/min〕

コイル（20℃）

πʔεΫϥον͸ࣃͷ͔Έ߹͍ʹΑΓ
τϧΫ఻ୡΛ͍ߦ·͢ɻ·ͨɺπʔεΫ
ϥονͷ఻ୡτϧΫ͸ɺऔ෇͚ਫ਼౓΍ৼ
ಈͷӨڹΛड͚ɺ࢖༻ճస਺͕͘ߴͳΔ
ͱͱ΋ʹɺਤ1ͷΑ͏ʹ఻ୡτϧΫ͸௿
Լ͠·͢ɻ

͕ͨͬͯ͠ɺܗ൪ͷܾఆʹͯ͠ࡍ͸ɺ
࿈݁ޙͷ࠷େճస਺ʹ͓͍ͯෛՙΛۦಈ
Ͱ͖ΔΑ͏ʹɺਤ1ʹ͍ͯͮجɺ҆શΛ
Ήඞཁ͕͋Γ·͢ɻࠐݟ
ͳ͓ɺτϧΫ༰ྔͷܾఆʹ͍ͭͯ͸ɺ

બఆͷ߲ʢ1�2ʙʣΛ͝ࢀর͍ͩ͘͞ɻ

2 回転数ʵ఻ୡトルク特性

図1
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取扱い上の注意
クラッチ本体

電磁クラッチには軟質の材料を多く使用していま
す。叩いたり、落としたり、または無理な力を加え
ますと、打ち傷や変形を生じますので、取扱いにご
注意ください。

リード線
　電磁クラッチのリード線を無理に引っ張ったり、
鋭角に折り曲げたり、リード線を持ってぶら下げた
りしないようにしてください。

軸受
　軸受を損傷させないため、振動・衝撃を与えない
ようにしてください。

使用上の注意
式・湿式ס

M;2.5〜50形にͭいて、ס式使用の場合はM;�
D形を、湿式使用の場合はM;�W形をご使用くださ
い。M;100〜400形にͭいては、ס式にも湿式に
も使用できます。

供給電圧
　電磁クラッチは励磁電圧によってトルクが変動し
ますので、規定の電圧を供給してください。なお、
電源電圧が規定通りであっても、配線の引回しが長
い場合、線路抵抗により電圧が降下しますので、電
圧の確認は通電時にリード線の端子部分で行ってく
ださい。

保護素子
　直流側でスイッチを切ったとき、逆起電圧（バッ
クサージ）を発生しますので、そのまま使用すると、
コイルの絶縁劣化やスイッチ接点の劣化・焼損を生
じ、さらには周辺機器に悪影響を与えることがあり
ます。適切な保護素子をコイルと並列に接続し、放
電回路を構成することが必要です。

ಥき合わせ軸取付け
　M;形クラッチは通し軸での使用がݪଇですが、
やむをಘずಥき合わせ軸になる場合は、ೋ軸の৺出
しおよび直線度に十分ご注意ください。

࿈݁時許容回転数
　πースクラッチはࣃのかみ合いによるため、静ࢭ
時か、ごく௿い相ର回転数においてしか࿈݁できま
せん。負荷৚݅（負荷慣性・負荷トルク）によって
も変わりますが、表2をݶքとおߟえください。

先࿈݁ࣃ
　静ࢭ時に࿈݁する場合、ࣃが׬全にかみ合わずに
先が吸引し合うときがあり、この状態で回転させࣃ
たとき、加଎トルクがେきす͗ると、かみ合いきΕ
ずにスリップ（ࣃඈび）することがあります。
　このため、静ࢭ࿈݁を行う場合は、Ϟーλをঃʑ
に起動して加଎トルクを཈えるか、クラッチの容量
をϞーλ起動トルク以上にするか、どちらかにする
ようにしてください。

表2　M;形相ର回転時の࿈݁ݶք回転数

M;     2.5 ��
M;     5 ��
M;   10 2�
M;   16 2�
M;   25 2�
M;   50 20

形　番 ࿈݁ݶք回転数
〔r/min〕

注ʣただし、100形Ҏ上は੩ࢭ࿈݁でご使用ください。
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取付け上の注意

M;�D/M;�W（50形以下）

 保護素子

保護素子 TNR14V121K TNR14V121K TNR20V121K TNR20V121K
許容頻度（回／分） 80 40 20 10

  2.5・5 10・16・25 50・100・160・250 400形　　番

M;シリーズ保護素子（付属品） 表4

注意：使用着脱頻度が上記の値を超える場合は、保護素子焼損のおそれがありますのでご相談ください。

 電源装置

  電源形番 整流方式

2.5 OTPF/H25 単相全波 50/60 100/200 24
5・10・16 OTPF/H45 単相全波 50/60 100/200 24

25・50 OTPF/H70 単相全波 50/60 100/200 24
100・160・250・400 OTPF/H130 単相全波 50/60 100/200 24

形　　番 周波数
〔Hz〕

交流入力電圧
AC〔V〕

直流出力電圧
DC〔V〕

M;シリーズ　適用電源装置仕様 表3

図2

OTPF形の入力電圧はAC100〜120V、OTPH形の入力電圧はAC200〜240Vです。詳細はP60を参照してください。

緩み止め処置
取付け時歯先の

軸方向の締付け不可

遊びをなくし、止め輪などで確実に固定

など）を使用

アーマチュアハブとギアなどは確実に締め付け
るとともに、 規定のノックピンを併用

取付け

アーマチュアハブ  内径または外径で心出し
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M;100形以上

図3

緩み止め処置
アーマチュアハブの取付け ・ 心出し

遊びをなくし、 止め輪・ カラーなどで
確実に固定

取付け時歯先空隙 フィールドの取付け

フィールド取付け面とロータ端面は
同一になるように取付け

緩み止め処置

ベースプレートやケーシングなどに

など）を使用

アーマチュアハブとギアなどは確実に締め付け
るとともに、 規定のノックピンを併用

アーマチュアハブ  内径または外径で心出し



τϧΫൣғɿ2�ʙ2�0/ɾNס式ఆҐஔ͔Έ߹い電磁クラッチ
Ogura Synchro Position ClutchMZSseries

トルク小߹܎

ಛघϩʔϥํࣜʹΑΓɺఆҐஔʹ͔Έ߹
͏·Ͱͷ܎߹τϧΫ͕খ͘͞ɺෛՙτϧ
Ϋ͕খ͍͞৔߹Ͱ΋ɺ࿈ΕճΓΛੜ͡·
ͤΜɻ

ௐ੔ෆཁ

ϩʔλͱΞʔϚνϡΞؒͷΤΞʔΪϟο
ϓ͸ৗʹҰఆͰ͋ΔͨΊɺऔ෇͚ޙͷௐ
੔͸ෆཁͰ͢ɻ

࣮֬ͳ࡞ಈ

τϧΫ఻ୡதͷ͢΂Γ͕ͳ͘ɺճసதશ
ෛՙֻ͕͔͍ͬͯͯ΋ɺిྲྀΛ੾Δͱ଎
΍͔ʹղ์͠·͢ɻ

取付け容易

ίΠϧ੩ܗࢭͰ͋ΔͨΊɺऔ෇͚͕؆୯
ͰɺϒϥγͳͲͷফ໣෦඼͕ͳ͘ɺอक
Λཁ͠·ͤΜɻ

小形・高トルク

τϧΫ͸ࣃͷ͔Έ߹͍ʹΑΓ఻ୡ͞ΕΔ
ͷͰɺখܗͰߴτϧΫ͕ಘΒΕ·͢ɻ

1�



形式表示

MZS 2.5D
形式記号

	 ●M;4 : ఆҐஔ͔Έ߹͍電磁クラッチ

定֨トルク：25〜250N・m

MODEL M;4 ס式ఆҐஔ͔Έ߹い電磁クラッチ

1�

トルクサイズ
湿記号・ס
Dɿס式
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構造と動作
ϑΟʔϧυʢ੩ࢭ෦ʣɺϩʔλʢճస෦ʣ͓Α

ͼΞʔϚνϡΞϋϒ૊ཱʢճస෦ʣͷओཁ�෦඼
Ͱߏ੒͞Ε͓ͯΓɺϩʔλͱΞʔϚνϡΞͷٵҾ
໘ʹ͸ɺ͔Έ߹͍ࣃΛܗ੒͍ͯ͠·͢ɻ
ίΠϧʹ௨ి͢ΔͱɺϑΟʔϧυɺϩʔλ͓

ΑͼΞʔϚνϡΞؒʹ࣓ଋΛൃੜ͠ɺΞʔϚνϡ

Ξ͸ϩʔλʹٵҾ͞Ε·͕͢ɺಛघϩʔϥʹΑΓ
ఆҐஔʹͳΔ·Ͱࣃ͸͔Έ߹͍·ͤΜɻఆҐஔʹ
ͳΔͱɺࣃͷ͔Έ߹͍ʹΑΓτϧΫΛ఻ୡ͠·
͢ɻ
ྭ࣓Λ੾ΔͱɺίΠϧ͹ͶʹΑΓΞʔϚνϡ

Ξ͸੾Γ཭͞ΕͯɺΫϥον͸ղ์͠·͢ɻ

M;S形　クラッチ

Ϧʔυઢ

ϩʔλ

ΞʔϚνϡΞ

ίΠϧ͹Ͷ

ΞʔϚνϡΞϋϒ

ճΓࢭΊ൘

ϑΟʔϧυ

ίΠϧ

ड࣠ۄ

͔Έ߹͍ࣃ
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（取付け時
歯先の隙間）

付属品：保護素子
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1 性能表

動作特性
M;S形 2.5形、5形、10形、16形、25形

表1

M;S     2.5D 2�� 2�� 0.��� ��.�� 1�� 0.0�0� 0.0�0� �000
M;S     5D �0� 2�� 0.��� 2�.0� 2�� 0.0�0� 0.0�0� ��00
M;S   10D 100� 2�� 1.2�� 1�.2� �0� 0.0�0� 0.100� ��00
M;S   16D 1�0� 2�� 1.��� 1�.�� ��� 0.100� 0.110� ��00
M;S   25D 2�0� 2�� 1.��� 1�.�� �0� 0.1�0� 0.1�0� �200

形　番 定֨トルク
〔N・m〕 電圧

〔V〕
電流

〔A〕
抵抗

〔Ω〕
容量

〔W〕

アーマチュア
吸引時間
〔S〕

アーマチュア
ऍ放時間
〔S〕

許容
回転数

〔r/min〕

コイル（20℃）

取扱い上の注意
クラッチ本体

電磁クラッチには軟質の材料を多く使用していま
す。叩いたり、落としたり、または無理な力を加え
ますと、打ち傷や変形を生じますので、取扱いにご
注意ください。

リード線
　電磁クラッチのリード線を無理に引っ張ったり、
鋭角に折り曲げたり、リード線を持ってぶら下げた
りしないようにしてください。

軸受
　軸受を損傷させないため、振動・衝撃を与えないよ
うにしてください。

使用上の注意
式ס

　M;S�D形クラッチはס式用であるため、༉やᆍ
がֻかるおそΕがある場合は、カバーを付けてくだ
さい。

供給電圧
　電磁クラッチは励磁電圧によってトルクが変動し
ますので、規定の電圧を供給してください。なお、
電源電圧が規定通りであっても、配線の引回しが長
い場合、線路抵抗により電圧が降下しますので、電
圧の確認は通電時にリード線の端子部分で行ってく
ださい。

保護素子
　直流側でスイッチを切ったとき、逆起電圧（バッ
クサージ）を発生しますので、そのまま使用すると、
コイルの絶縁劣化やスイッチ接点の劣化・焼損を生
じ、さらには周辺機器に悪影響を与えることがあり
ます。適切な保護素子をコイルと並列に接続し、放
電回路を構成することが必要です。

ಥき合わせ軸取付け
　M;S形クラッチは通し軸での使用がݪଇですが、
やむをಘずಥき合わせ軸になる場合は、ೋ軸の৺出し
および直線度に十分ご注意ください。



2�

緩み止め処置

など

取付け

など

取付け時歯先空隙

付け

アーマチュアハブ  内径または外径で心出し

軸方向の遊びをなくし、カラー・

取付け上の注意

M;S

 保護素子

保護素子 TNR14V121K TNR14V121K
許容頻度（回／分） 80 40

2.5・5 10・16・25形　　番

M;Sシリーズ保護素子（付属品） 表3

注意：使用着脱頻度が上記の値を超える場合は、保護素子焼損のおそれがありますのでご相談ください。

 電源装置

  電源形番 整流方式

2.5 OTPF/H25 単相全波 50/60 100/200 24
5・10・16 OTPF/H45 単相全波 50/60 100/200 24

25 OTPF/H70 単相全波 50/60 100/200 24

形　　番 周波数
〔Hz〕

交流入力電圧
AC〔V〕

直流出力電圧
DC〔V〕

M;Sシリーズ　適用電源装置仕様 表2

図1

OTPF形の入力電圧はAC100〜120V、OTPH形の入力電圧はAC200〜240Vです。詳細はP60を参照してください。



τϧΫൣғɿ12ʙ�000/ɾNס式多板電磁クラッチ/ブレーキ
Ogura Electromagnetic Clutch & BrakeMDseries

小形・高トルク

σΟεΫඇ࣓Խܗͷಉछଞ੡඼ʹൺ΂ɺҰ
ճΓখ͘͞ɺ૊ࠐΈεϖʔεΛऔΓ·ͤΜɻ

取付け容易

ίΠϧ੩ܗࢭͰ͋ΔͨΊɺϒϥγͳͲͷ
ফ໣඼͕ͳ͘อक͕ཁΒͣɺΫϥονϋ
ϒʹશ෦඼͕ηοτ͞Ε͍ͯ·͢ͷͰɺ
Έ͕༰қͰ͢ɻࠐց΁ͷ૊ػ

ワイドバリエーション

ಈຎࡲτϧΫͰ12ʙ�000/ɾN·Ͱͷ
12αΠζΛऔΓଗ͍͑ͯ·͢ɻ

ۭసຎ໣গ

τϧΫ͕গͳཹ࢒͸ۭస࣌ͷܗ/�#%.
͍ͨΊɺ౰ࣾैདྷ඼ͱൺֱͯ͠ɺۭస࣌
ͷຎ໣͸໿10෼ͷ1ʹݮগ͠·ͨ͠ɻ

2�



形式表示

MDC 1.2
形式記号 τϧΫサイズ

	 ●MDC	 : 式多板電磁クラッチס
	 ●MDB�N	 : 式多板電磁ブレーキס
	 ●UN	 : 電磁クラッチ用カップリング〔MDC・MWC共通〕

動摩擦トルク：12〜6000N・m

MODEL MDC ס式多板電磁クラッチ

動摩擦トルク：12〜800N・m

MODEL MDB�N ס式多板電磁ブレーキ

2�

MDC・MWC共通

MODEL UN 電磁クラッチ用カップリング
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構造と動作
Ϋϥον͸ɺϩʔλͱҰମʹͳͬͨΫϥον

ϋϒͷεϓϥΠϯʹɺΠϯφσΟεΫɺΞ΢λ
σΟεΫ͓ΑͼϨϦʔζ͹ͶΛަޓʹೖΕɺޙ࠷
ʹΞʔϚνϡΞΛ૊ΈࠐΜͩ΋ͷͰɺϑΟʔϧυ
͸Ϋϥονϋϒʹ࣠ۄडͰ࣋͞ࢧΕ͍ͯ·͢ɻΞ
΢λσΟεΫ֎पͷϥά෦ʹΧοϓϦϯάΛቕ߹
ͯ͠ɺτϧΫΛ఻ୡ͠·͢ɻ
ϒϨʔΩ͸ɺϩʔλͱҰମʹͳͬͨϒϨʔΩ

ϋϒͷεϓϥΠϯʹɺΠϯφσΟεΫɺΞ΢λ
σΟεΫ͓ΑͼϨϦʔζ͹ͶΛަޓʹೖΕɺޙ࠷

ʹΞʔϚνϡΞΛ૊ΈࠐΜͩ΋ͷͰɺΞ΢λσΟ
εΫ֎पͷϥά෦ʹϑΟʔϧυͷΧοϓϦϯά෦
͕ቕ߹͍ͯ͠·͢ɻ
ίΠϧʹ௨ి͢ΔͱɺϑΟʔϧυɺϩʔλɺ

σΟεΫ͓ΑͼΞʔϚνϡΞʹ࣓ଋ͕ྲྀΕɺΞʔ
ϚνϡΞ͓ΑͼσΟεΫ͕ϩʔλʹٵҾ͞ΕɺΫ
ϥον͸࿈݁͠·͢ɻྭ࣓Λ੾ΔͱɺϨϦʔζ͹
ͶʹΑΓσΟεΫ͸෼཭͠ɺΫϥον͸ղ์͠·
͢ɻϒϨʔΩͷಈ࡞΋ಉ༷Ͱ͢ɻ

適 用 カ ッ プ リ ン グ＊2 

キ ー み ぞ＊1 

MDC形　クラッチ

Ϧʔυઢ

Ξ΢λσΟεΫ

ΞʔϚνϡΞ

Ϋϥονϋϒ

ΠϯφσΟεΫ

ϨϦʔζ͹Ͷ

ճΓࢭΊ൘

ίΠϧ

ड࣠ۄ

ϑΟʔϧυ

ϩʔλ

MDB�N形　ブレーキ

Ξ΢λσΟεΫ

ΠϯφσΟεΫ

ϨϦʔζ͹Ͷ

ΞʔϚνϡΞ

Ϧʔυઢ

ίΠϧ

ϑΟʔϧυ

ϩʔλ

ϒϨʔΩϋϒ
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適 用 カ ッ プ リ ン グ＊2 

キ ー み ぞ＊1 

＊1 キーみぞの寸法は旧JISに非準拠。
＊2 適用カップリングについてはP42を参照してください。
付属品：保護素子
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キ ー み ぞ＊

適 用 カ ッ プ リ ン グ＊3 

キ ー み ぞ＊2 

＊1 

＊1 600形のラグは8か所です。
＊2 キーみぞの寸法は旧JISに非準拠。
＊3 適用カップリングについてはP42〜43を参照してください。
付属品：保護素子
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キ ー み ぞ＊

2�

＊ キーみぞの寸法は旧JISに非準拠。
付属品：保護素子
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1 性能表

動作特性
MDC形 1.2形、2.5形、5形、10形、20形、40形、80形、160形、250形、320形、450形、600形

MDB�N形 1.2形、2.5形、5形、10形、20形、40形、80形

MDC     1.2 12� 1�� 2�� 0�.��� ���.�� 12� 0.0��� 0.0�0� 0.0��� 1�00
MDC     2.5 2�� ��� 2�� 0�.�1� ���.0� 1�� 0.0�0� 0.1�0� 0.0��� 1200
MDC     5 �0� �0� 2�� 0�.�1� 2��.�� 22� 0.0�0� 0.1�0� 0.0�0� 1000
MDC   10 100� 1�0� 2�� 1�.�� 1��.0� ��� 0.0�0� 0.1�0� 0.0��� ��0
MDC   20 200� 2�0� 2�� 1�.�� 12�.�� ��� 0.110� 0.2�0� 0.120� �00
MDC   40 �00� ��0� 2�� 2�.0� 12�.0� �0� 0.1�0� 0.2�0� 0.1�0� ��0
MDC   80 �00� 1120� 2�� 2�.�� ��.�� �0� 0.220� 0.�10� 0.1�0� ��0
MDC 160 1�00� 22�0� 2�� ��.�� ��.�� �0� 0.2�0� 0.�00� 0.1�0� �00
MDC 250 2�00� ��00� 2�� ��.�� ��.2� 110� 0.�20� 0.�10� 0.200� ��0
MDC 320 �200 ��00� 2�� ��.1� ��.�� 12�� 0.��0� 0.��0� 0.�00� �00
MDC 450 ��00 ��00� 2�� ��.�� ��.�� 1��� 0.�00� 1.200� 0.��0� 2�0
MDC 600 �000 ��00� 2�� ��.2� ��.�� 1�0� 0.��0� 1.�00� 0.��0� 200

形　番 動摩擦トルク
〔N・m〕

静摩擦トルク
〔N・m〕 電圧

〔V〕
電流

〔A〕
抵抗

〔Ω〕
容量

〔W〕

アーマチュア
吸引時間
〔S〕

トルク
立上り時間

〔S〕

トルク
消滅時間
〔S〕

許容
回転数

〔r/min〕

コイル（20℃）

表1

MDB   1.2N 12� 1�� 2�� 0�.�2� ���.�� 1�� 0.0�0� 0.10�� 0.0�0� 1�00
MDB   2.5N 2�� ��� 2�� 0�.�0� �0�.0� 1�� 0.0�0� 0.1�0� 0.0�0� 1�00
MDB   5N �0� �0� 2�� 1�.00� 2��.0� 2�� 0.0�0� 0.1�0� 0.0�0� 1200
MDB 10N 100� 1�0� 2�� 1�.��� 1��.�� ��� 0.120� 0.200� 0.110� 1000
MDB 20N 200� 2�0� 2�� 1�.��� 1��.�� �2� 0.1�0� 0.2�0� 0.1�0� �00
MDB 40N �00� ��0� 2�� 2�.�0� ��.�� �0� 0.210� 0.��0� 0.2�0� �00
MDB 80N �00� 1120� 2�� ��.12� ��.�� ��� 0.��0� 0.�20� 0.2�0� �00

形　番 動摩擦トルク
〔N・m〕

静摩擦トルク
〔N・m〕 電圧

〔V〕
電流

〔A〕
抵抗

〔Ω〕
容量

〔W〕

アーマチュア
吸引時間
〔S〕

トルク
立上り時間

〔S〕

トルク
消滅時間
〔S〕

許容
回転数

〔r/min〕

コイル（20℃）
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仕事཰
MDC形 1.2形、2.5形、5形、10形、20形、40形、80形、160形、250形、320形、450形、600形

MDB�N形 1.2形、2.5形、5形、10形、20形、40形、80形

MDC     1.2 2.��ʷ10�� �
MDC     2.5 �.��ʷ10� 11
MDC     5 �.��ʷ10� 2�
MDC   10 12.��ʷ10� �2
MDC   20 1�.�0ʷ10� ��
MDC   40 2�.�0ʷ10� ��
MDC   80 ��.�0ʷ10� 1��
MDC 160 ��.��ʷ10� 2��
MDC 250 ��.��ʷ10� ��0
MDC 320 100.�0ʷ10� ���
MDC 450 1�1.��ʷ10� ���
MDC 600 1�0.�0ʷ10� 1�1�

形　番
使用ݶքまでの૯仕事量

〔+〕
許容仕事཰

〔W〕

表2

MDB     1.2N 0.��ʷ10�� �
MDB     2.5N 1.��ʷ10� 11
MDB     5N 2.��ʷ10� 2�
MDB   10N �.��ʷ10� �2
MDB   20N �.�2ʷ10� ��
MDB   40N 1�.�0ʷ10� ��
MDB   80N 20.�0ʷ10� 1��

形　番
使用ݶքまでの૯仕事量

〔+〕
許容仕事཰

〔W〕

。཰についてはP32のਤ1΋参照してくださいࣄ࢓༰ڐ

。཰についてはP32のਤ1΋参照してくださいࣄ࢓༰ڐ



�2

ຎܗࡲΫϥον�ϒϨʔΩͰෛՙΛى
ಈɾఀ͢ࢭΔ৔߹ɺ࿈͓݁Αͼ੍ಈͷա
౉࣌ʹຎࡲ໘͕εϦοϓঢ়ଶͱͳΓɺຎ
೤Λൃੜ͠·͢ɻ͜ࡲԠͨ͡ຎʹࣄ࢓ࡲ
ͷຎࡲ೤͕Ϋϥον�ϒϨʔΩͷ೤์ࢄ
ೳྗΛ௒͑Δͱɺҟৗຎ໣Λੜͨ͡Γɺ
ຎࡲ໘͕มͨ͠ܗΓɺম͖෇͍ͨΓ͠

ͯɺ࢖༻ෆೳʹͳΓ·͢ɻ
Ϋϥον�ϒϨʔΩʹڐ༰͠͏Δຎࡲ

ʹͱ͍͍ɺਤ1ࣄ࢓༰ڐք஋Λݶͷࣄ࢓
ࣔ͠·͢ɻߴ଎ɾॏෛՙ΍࢖༻ස౓ͷߴ
͍৔߹͸ɺબఆ࣌ʹे෼ݕ౼͓ͯ͘͠ඞ
ཁ͕͋Γ·͢ɻ

2 許容仕事

ͷଟ൘Ϋϥοܗ͸σΟεΫ࣓Խܗ%.
ν�ϒϨʔΩͰɺΫϥον�ϒϨʔΩ͕ղ
์ঢ়ଶʹ͓͍ͯ΋ɺσΟεΫ͕ؾ࣓ཹ࢒
Ͱ࣓Խ͞Ε͍ͯ·͢ͷͰɺఆ֨ಈຎࡲτ

ϧΫʹରͯ͠਺ˋͷυϥάτϧΫΛੜ͡
·͢ɻ͕ͨͬͯ͠ɺෛՙτϧΫͷখ͍͞
৔߹͸࿈ΕճΓ͢ΔՄೳੑ͕͋ΔͷͰɺ
஫ҙ͕ඞཁͰ͢ɻ

3 ドラグトルク
図1
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取扱い上の注意
クラッチ/ブレーキ本体

電磁クラッチ/ブレーキには軟質の材料を多く使用
しています。叩いたり、落としたり、または無理な
力を加えますと、打ち傷や変形を生じますので、取
扱いにご注意ください。

摩擦面
ס式のクラッチ/ブレーキであるため、摩擦面をס

૩状態で使用する必要があります。摩擦面にਫや༉
が付ணしないよう取り扱ってください。

リード線
　電磁クラッチ/ブレーキのリード線を無理に引っ
張ったり、鋭角に折り曲げたり、リード線を持って
ぶら下げたりしないようにしてください。

軸受
軸受を損傷させないため、振動・衝撃を与えない

ようにしてください。

使用上の注意
摩擦面

　MD形クラッチ/ブレーキはס式用であるため、摩
擦面に༉が入るとトルクが௿下します。༉やᆍがֻか
るおそΕがある場合は、カバーを付けてください。

摩擦面のすり合わせ
　MD形クラッチ/ブレーキは摩擦面が十分なじんで
いない場合、初期から規定トルクが出ないこともあ
ります。この場合は、摩擦面の外周温度が80℃以
上にならないように注意して、軽負荷で慣らし運転
をしてください。

供給電圧
　電磁クラッチ/ブレーキは、励磁電圧によってト
ルクが変動しますので、規定の電圧を供給してくだ
さい。なお、電源電圧が規定通りであっても、配線
の引回しが長い場合、線路抵抗により電圧が降下し
ますので、電圧の確認は通電時にリード線の端子部
分で行ってください。

保護素子
　直流側でスイッチを切ったとき、逆起電圧（バッ
クサージ）を発生しますので、そのまま使用すると、
コイルの絶縁劣化やスイッチ接点の劣化・焼損を生
じ、さらには周辺機器に悪影響を与えることがあり
ます。適切な保護素子をコイルと並列に接続し、放
電回路を構成することが必要です。

カップリングの取付け位置（MDC形）
　カップリングの取付け位置は、表3およびP35の
図2を参照のうえ取り付けてください。
　カップリングの取付けボルトは7T以上を使用し、
ボルト先端はカップリングの端面（M寸法、P42〜
43参照）以内になるようにしてください。

表3　カップリングの取付け位置（A寸法）

MDC     1.2 ��.�
MDC     2.5 ��.�
MDC     5 �
MDC   10 ��.�
MDC   20 ��.�
MDC   40 1�
MDC   80 1�
MDC 160 2�
MDC 250 2�
MDC 320 �0
MDC 450 ��
MDC 600 ��

形　番 A寸法±0.2
〔mm〕
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 保護素子

 電源装置

MDCシリーズ　適用電源装置仕様 表4

MDB�Nシリーズ　適用電源装置仕様 表5

  電源形番 整流方式

1.2・2.5 OTPF/H25 単相全波 50/60 100/200 24
5・10 OTPF/H45 単相全波 50/60 100/200 24

20・40 OTPF/H70 単相全波 50/60 100/200 24
80・160 OTPF/H130 単相全波 50/60 100/200 24

250・320・450・600 OTPF/H240 単相全波 50/60 100/200 24

形　　番 周波数
〔Hz〕

交流入力電圧
AC〔V〕

直流出力電圧
DC〔V〕

  電源形番 整流方式

1.2・2.5 OTPF/H25 単相全波 50/60 100/200 24
5・10 OTPF/H45 単相全波 50/60 100/200 24

20 OTPF/H70 単相全波 50/60 100/200 24
40・80 OTPF/H130 単相全波 50/60 100/200 24

形　　番 周波数
〔Hz〕

交流入力電圧
AC〔V〕

直流出力電圧
DC〔V〕

OTPF形の入力電圧はAC100〜120V、OTPH形の入力電圧はAC200〜240Vです。詳細はP60を参照してください。

保護素子 TNR14V121K TNR20V121K
許容頻度（回／分） 40 20

1.2・2.5・5・10・20 40・80形　　番

MDB�Nシリーズ保護素子（付属品） 表7

注意：使用着脱頻度が上記の値を超える場合は、保護素子焼損のおそれがありますのでご相談ください。

保護素子 TNR14V121K TNR20V121K 50Ω（50W）
許容頻度（回／分） 40 20 5

1.2・2.5・5・10・20 40・80・160 250・320・450・600形　　番

MDCシリーズ保護素子（付属品） 表6

注意：使用着脱頻度が上記の値を超える場合は、保護素子焼損のおそれがありますのでご相談ください。

OTPF形の入力電圧はAC100〜120V、OTPH形の入力電圧はAC200〜240Vです。詳細はP60を参照してください。
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MDB�N

取付け

な

緩み止めの処置

軸の公差：h6またはjs6

図3

図2

MDC

緩み止めの処置

な

け

け

軸の公差：h6またはjs6

カップリングの取付け、内径で心出し

カップリングの取付け

取付け上の注意
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τϧΫൣғɿ12ʙ�000/ɾN湿式多板電磁クラッチ/ブレーキ
Ogura Electromagnetic Clutch & BrakeMWseries

小形・高トルク

࠷Αͼ௕͞͸ಉछଞ੡඼ʹൺ΂͓ͯܘ֎
খͰɺ͔͠΋ൃੜτϧΫ͸࠷େͰ͢ɻ૊
Έεϖʔε͕ίϯύΫτͰ͋ΔͨΊɺࠐ
߹ཧతͳػցઃ͕ܭਤΕ·͢ɻ

ハイレスポンス

ಛघද໘ॲཧσΟεΫ࢖༻ͷͨΊɺτϧΫཱ
্Γ͓ΑͼτϧΫফ໓ͳͲͷԠ౴͕ಛʹහײ
Ͱ͢ɻ·ͨಛघϨϦʔζ͹Ͷͷซ༻ʹΑΓɺ
υϥάτϧΫʢۭసτϧΫʣΛݮগͤ͞·ͨ͠ɻ

ワイドバリエーション

ಈຎࡲτϧΫͰ12ʙ�000/ɾN·Ͱͷ
12αΠζΛऔΓଗ͍͑ͯ·͢ɻ

ロングライフ

ճస࣌ͷ࿈݁Ͱ΋ɺޮՌతͳ༉ບߴස౓ɺߴ
Λհͨ͠ڥք५׈ঢ়ଶͱͳΔͷͰɺσΟεΫ
ͷຎ໣͸ۃΊͯগͳ͘ɺదਖ਼ͳ࢖༻৚݅Ͱ͋
Ε͹ɺ൒Ӭٱతʹ࢖༻Ͱ͖·͢ɻ

取付け容易

ίΠϧ੩ܗࢭͰ͋ΔͨΊɺϒϥγͳͲͷফ໣
඼͕ͳ͘อक͕ཁΒͣɺΫϥονϋϒʹશ෦
඼͕ηοτ͞Ε͍ͯ·͢ͷͰɺػց΁ͷ૊ࠐ
Έ͕༰қͰɺௐ੔ͷඞཁ͕͋Γ·ͤΜɻ

許容仕事が大きい

దਖ਼ͳ५ํ׈๏ͱ༉ྔʹΑΓɺڐ༰ࣄ࢓
͕େ͖͘औΕɺաࠅͳ࢖༻ʹ଱͑·͢ɻ



形式表示

MWC 1.2
形式記号 τϧΫサイズ

	 ●MWC	 : 湿式多板電磁クラッチ
	 ●MWB	 : 湿式多板電磁ブレーキ
	 ●UN	 : 電磁クラッチ用カップリング〔MDC・MWC共通〕

動摩擦トルク：12〜6000N・m

MODEL MWC 湿式多板電磁クラッチ

MDC・MWC共通

MODEL UN 電磁クラッチ用カップリング

動摩擦トルク：12〜1600N・m

MODEL MWB 湿式多板電磁ブレーキ

��
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構造と動作
Ϋϥον͸ɺϩʔλͱҰମͱͳͬͨΫϥον

ϋϒͷεϓϥΠϯʹɺΠϯφσΟεΫɺΞ΢λ
σΟεΫ͓ΑͼϨϦʔζ͹ͶΛަޓʹೖΕɺޙ࠷
ʹΞʔϚνϡΞΛ૊ΈࠐΜͩ΋ͷͰɺϑΟʔϧυ
͸Ϋϥονϋϒʹ࣠ۄडͰ࣋͞ࢧΕ͍ͯ·͢ɻΞ
΢λσΟεΫ֎पͷϥά෦ʹΧοϓϦϯάΛቕ߹
ͯ͠ɺτϧΫΛ఻ୡ͠·͢ɻ
ϒϨʔΩ͸ɺϑΟʔϧυʹݻఆ͞ΕͨΞ΢λ

ετούʹɺΞ΢λσΟεΫͱΠϯφσΟεΫ͓
ΑͼϨϦʔζ͹ͶΛަޓʹೖΕɺޙ࠷ʹΞʔϚ

νϡΞΛ૊ΈࠐΜͩ΋ͷͰɺΠϯφσΟεΫͷε
ϓϥΠϯʹΠϯφυϥΠό͕ቕ߹͍ͯ͠·͢ɻ
ίΠϧʹ௨ి͢ΔͱɺϑΟʔϧυɺϩʔλɺ

σΟεΫ͓ΑͼΞʔϚνϡΞʹ࣓ଋ͕ྲྀΕɺΞʔ
ϚνϡΞ͓ΑͼσΟεΫ͕ϩʔλʹٵҾ͞ΕɺΫ
ϥον͸࿈݁͠·͢ɻྭ࣓Λ੾ΔͱɺϨϦʔζ͹
ͶʹΑΓσΟεΫ͸෼཭͠ɺΫϥον͸ղ์͠·
͢ɻ
ϒϨʔΩͷಈ࡞΋ಉ༷Ͱ͢ɻ

MWC形　クラッチ

Ξ΢λσΟεΫ

ΠϯφσΟεΫ

ΞʔϚνϡΞ

Ϋϥονϋϒ

ϨϦʔζ͹Ͷ

Ϧʔυઢ

ճΓࢭΊ൘

ίΠϧ

ड࣠ۄ

ϑΟʔϧυ

ϩʔλ

MWB形　ブレーキ

Ξ΢λετού

Ξ΢λσΟεΫ

ΠϯφσΟεΫ

ΠϯφυϥΠό

ΞʔϚνϡΞ

Ϧʔυઢ

ίΠϧ

ϑΟʔϧυ
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適 用 カ ッ プ リ ン グ＊2 

キ ー み ぞ＊1 

かか

＊1 キーみぞの寸法は旧JISに非準拠。
＊2 適用カップリングについてはP42を参照してください。
付属品：保護素子
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適 用 カ ッ プ リ ン グ＊4 

キ ー み ぞ＊3 

かか＊1 

＊2

＊1 600形のラグは8か所です。
＊2 450形と600形の軸受側油穴はφ6。
＊3 キーみぞの寸法は旧JISに非準拠。
＊4 適用カップリングについてはP42〜43を参照してください。　
付属品：保護素子
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キ ー み ぞ＊

�1

＊ キーみぞの寸法は旧JISに非準拠。
付属品：保護素子
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＊UN600形のみラグ数は8か所です。
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1 性能表

動作特性
MWC形 1.2形、2.5形、5形、10形、20形、40形、80形、160形、250形、320形、450形、600形

MWB形 1.2形、2.5形、5形、10形、20形、40形、80形、160形

MWC     1.2 12� 2�� 2�� 0�.��� ���.�� 12� 0.0�0� 0.120� 0.0�0� �000
MWC     2.5 2�� �0� 2�� 0�.�1� ���.0� 1�� 0.0�0� 0.1�0� 0.0�0� ��00
MWC     5 �0� 100� 2�� 0�.�1� 2��.�� 22� 0.0�0� 0.1�0� 0.0�0� �200
MWC   10 100� 200� 2�� 1�.�� 1��.0� ��� 0.0�0� 0.1�0� 0.0�0� �000
MWC   20 200� �00� 2�� 1�.�� 12�.�� ��� 0.100� 0.200� 0.100� 2�00
MWC   40 �00� �00� 2�� 2�.0� 12�.0� �0� 0.1�0� 0.�20� 0.1�0� 2�00
MWC   80 �00� 1�00� 2�� 2�.�� ��.�� �0� 0.2�0� 0.�00� 0.��0� 2000
MWC 160 1�00� �200� 2�� ��.�� ��.�� �0� 0.��0� 0.�00� 0.�00� 1�00
MWC 250 2�00� �000� 2�� ��.�� ��.2� 110� 0.��0� 0.�00� 0.�00� 1�00
MWC 320 �200 ��00� 2�� ��.1� ��.�� 12�� 0.�00� 1.200� 1.000� 1200
MWC 450 ��00 �000� 2�� ��.�� ��.�� 1��� 1.000� 1.�00� 1.200� 1000
MWC 600 �000 12000� 2�� ��.2� ��.�� 1�0� 1.�00� 1.�00� 1.�00� �00

形　番 動摩擦トルク
〔N・m〕

静摩擦トルク
〔N・m〕 電圧

〔V〕
電流

〔A〕
抵抗

〔Ω〕
容量

〔W〕

アーマチュア
吸引時間
〔S〕

トルク
立上り時間

〔S〕

トルク
消滅時間
〔S〕

許容
回転数

〔r/min〕

コイル（20℃）

表1

MWB     1.2 12� 2�� 2�� 0�.��� �2�.0� �� 0.0�0� 0.120� 0.0�0� �000
MWB     2.5 2�� �0� 2�� 0�.�0� ���.0� 12� 0.0�0� 0.1�0� 0.0�0� ��00
MWB     5 �0� 100� 2�� 0�.��� �2�.0� 1�� 0.0�0� 0.1�0� 0.0�0� �200
MWB   10 100� 200� 2�� 1�.0� 2��.0� 2�� 0.0�0� 0.1�0� 0.100� �000
MWB   20 200� �00� 2�� 1�.�� 1��.0� �1� 0.100� 0.200� 0.120� 2�00
MWB   40 �00� �00� 2�� 1�.�� 1��.0� ��� 0.1�0� 0.�20� 0.1�0� 2�00
MWB   80 �00� 1�00� 2�� 1�.�� 1��.�� ��� 0.2�0� 0.�00� 0.�00� 2000
MWB 160 1�00� �200� 2�� ��.1� ��.�� 100� 0.��0� 0.�00� 1.000� 1�00

形　番 動摩擦トルク
〔N・m〕

静摩擦トルク
〔N・m〕 電圧

〔V〕
電流

〔A〕
抵抗

〔Ω〕
容量

〔W〕

アーマチュア
吸引時間
〔S〕

トルク
立上り時間

〔S〕

トルク
消滅時間
〔S〕

許容
回転数

〔r/min〕

コイル（20℃）
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取扱い上の注意
クラッチ/ブレーキ本体

電磁クラッチ/ブレーキには軟質の材料を多く使用
しています。叩いたり、落としたり、または無理な
力を加えますと、打ち傷や変形を生じますので、取
扱いにご注意ください。

リード線
　電磁クラッチ/ブレーキのリード線を無理に引っ
張ったり、鋭角に折り曲げたり、リード線を持って
ぶら下げたりしないようにしてください。

軸受
軸受を損傷させないため、振動・衝撃を与えない

ようにしてください。

使用上の注意
摩擦面

　MW形クラッチ/ブレーキは湿式用であるため、摩
擦面は必ず潤滑状態でご使用ください。潤滑が不十分
の場合、摩擦面の焼付き、変形などを発生することが
ありますので、十分ご注意ください。

摩擦面のすり合わせ
　MW形クラッチ/ブレーキは摩擦面が十分なじん
でいない場合、初期から規定トルクが出ないことも
あります。この場合は、摩擦面の外周温度が80℃
以上にならないように注意して、軽負荷で慣らし運
転をしてください。

供給電圧
　電磁クラッチ/ブレーキは、励磁電圧によってト
ルクが変動しますので、規定の電圧を供給してくだ
さい。なお、電源電圧が規定通りであっても、配線
の引回しが長い場合、線路抵抗により電圧が降下し
ますので、電圧の確認は通電時にリード線の端子部
分で行ってください。

保護素子
　直流側でスイッチを切ったとき、逆起電圧（バッ
クサージ）を発生しますので、そのまま使用すると、
コイルの絶縁劣化やスイッチ接点の劣化・焼損を生
じ、さらには周辺機器に悪影響を与えることがあり
ます。適切な保護素子をコイルと並列に接続し、放
電回路を構成することが必要です。

カップリングの取付け位置（MWC形）
　カップリングの取付け位置は、表2およびP50の
図5を参照のうえ取り付けてください。
　カップリングの取付けボルトは7T以上を使用し、
ボルト先端はカップリングの端面（M寸法、P42〜
43参照）以内になるようにしてください。

ギヤボックス・ケーシングの構造
　ギヤボックスやケーシング内に組み込む場合は、
クラッチ/ブレーキを容易に点検できるように、な
るべくカバーを取り外しできる構造にしてくださ
い。

表2　カップリングの取付け位置（A寸法）

MWC     1.2 ��.�
MWC     2.5 ��.�
MWC     5 �
MWC   10 ��.�
MWC   20 ��.�
MWC   40 1�
MWC   80 1�
MWC 160 2�
MWC 250 2�
MWC 320 �0
MWC 450 ��
MWC 600 ��

形　番 A寸法±0.2
〔mm〕
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 保護素子

 電源装置

MWCシリーズ　適用電源装置仕様 表3

MWBシリーズ　適用電源装置仕様 表4

  電源形番 整流方式

1.2・2.5 OTPF/H25 単相全波 50/60 100/200 24
5・10 OTPF/H45 単相全波 50/60 100/200 24

20・40 OTPF/H70 単相全波 50/60 100/200 24
80・160 OTPF/H130 単相全波 50/60 100/200 24

250・320・450・600 OTPF/H240 単相全波 50/60 100/200 24

形　　番 周波数
〔Hz〕

交流入力電圧
AC〔V〕

直流出力電圧
DC〔V〕

  電源形番 整流方式

1.2・2.5・5 OTPF/H25 単相全波 50/60 100/200 24
10・20・40 OTPF/H45 単相全波 50/60 100/200 24

80 OTPF/H70 単相全波 50/60 100/200 24
160 OTPF/H130 単相全波 50/60 100/200 24

形　　番 周波数
〔Hz〕

交流入力電圧
AC〔V〕

直流出力電圧
DC〔V〕

保護素子 TNR14V121K TNR20V121K 50Ω（50W）
許容頻度（回／分） 40 20 5

1.2・2.5・5・10・20 40・80・160 250・320・450・600形　　番

MWCシリーズ保護素子（付属品） 表5

注意：使用着脱頻度が上記の値を超える場合は、保護素子焼損のおそれがありますのでご相談ください。

保護素子 TNR14V121K TNR20V121K 50Ω（50W）
許容頻度（回／分） 40 40 10

1.2・2.5・5・10・20 40・80 160形　　番

MWBシリーズ保護素子（付属品） 表6

注意：使用着脱頻度が上記の値を超える場合は、保護素子焼損のおそれがありますのでご相談ください。

OTPF形の入力電圧はAC100〜120V、OTPH形の入力電圧はAC200〜240Vです。詳細はP60を参照してください。

OTPF形の入力電圧はAC100〜120V、OTPH形の入力電圧はAC200〜240Vです。詳細はP60を参照してください。
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MWB

緩み止めの処置
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軸の公差：h6またはjs6

段付き軸またはカラーを使用

図6

図5
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取付け上の注意
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図7

MWC

MWC形クラッチを突き合わせ軸に使用し、パイロットベアリングによって心出しを行った基本例
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DC24V用電磁クラッチ/ブレーキの੍ޚ
1 電磁コイルの性質
　電磁クラッチ/ブレーキのコイルは༠ಋ負荷であり、Ұ定電圧をҹ加しても、電流はす͙に上ঢせずにΏっ
くり上ঢします。この༠ಋ負荷のఔ度はインμクλンスというݻ༗஋でࣔさΕます。େきなϑライϗイール
をϞーλで起動する場合、回転数がঃʑに上ঢしていく࢟にࣅています。
　電磁クラッチ/ブレーキは直流励磁で使用さΕるため、通ৗの交流でଌ定さΕるインμクλンスとはҟなっ
た஋をࣔします。そこで、クラッチ/ブレーキのコイル性質を表す定数として時定数が使用さΕます。時定数
（Н）はインμクλンス（̡）をコイル抵抗஋（̧）でআした஋で表さΕ、Ұ定電圧のҹ加で؆単にଌ定で
きます。
 Нʹ̡／̧
　ͭまり、コイルに定֨電圧をҹ加し、その電流஋が๞࿨஋の63.2ˋになるまでの時間が時定数です。Ұൠ
తな電磁クラッチ/ブレーキの時定数は数十〜数ඦmTFDあります。
　以上は励磁を։࢝する場合ですが、逆に励磁をղআする場合をߟえてみます。ղআする場合は、上記とは
逆にコイルのインμクλンスのため、コイルに流Εている電流をいͭまでも保持しようとする力がಇいてい
ます。その電流のループを੍ڧతに։放すると、コイルに஝えらΕているΤωルギーが逆方޲の電圧になっ
てݱΕます。こΕをバックサージまたは逆起電圧といい、励磁電圧の数十ഒにもなります。
　このバックサージは、։放した੍ޚ接点にアーク放電を発生して接点を消໣させたり、੍ޚ回路内の൒ಋ
体素子の଱電圧を௒えてഁ損させたり、コイルの絶縁劣化をটいたりします。適౰な吸ऩ回路または素子で、
このバックサージを適度な஋に௿下させることが、クラッチ/ブレーキの੍ޚではॏ要です。
　また、逆起電圧を௿くすることは外部に放電回路を持ͭことを意ຯし、ಉ時にクラッチ/ブレーキのアーマ
チュアऍ放時間を৳͹します。適౰なバックサージ吸ऩ回路または素子を使用することにより、バックサー
ジとアーマチュアऍ放時間を適౰な஋に੍ޚすることができます。Ұൠతにバックサージを௿くする΄ど、
アーマチュアऍ放時間は長くなりますので、回路が許容する適౰な஋をઃ定することがେ切です。
　このバックサージ吸ऩ用として、電磁クラッチ/ブレーキではҰൠతにμイΦードまたはバリスλが使用さ
Εますが、ৄࡉにͭいては3߲（P54〜参照）でઆ໌します。
　以上のように、電磁クラッチ/ブレーキは直流༠ಋ負荷ですので、電源装置や੍ޚ接点には通ৗの直流抵抗
負荷とはҟなり、特घなରԠが必要です。
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2 DC24V用電磁クラッチ/ブレーキの直流電源

2ʵ1　単相全波整流電源
　঎用電源をトランスで降圧し、全波整流してDC24Vをಘる方法で、DC24V用電磁クラッチ/ブレーキの
電源として࠷もҰൠతに使用さΕています。電磁クラッチ/ブレーキの電磁コイルࣗ਎にฏ滑作用があるた
め、通ৗの場合はฏ滑の必要はありません。
　整流用μイΦードやトランス保護のために、電磁クラッチ/ブレーキのコイルと並列にバックサージ吸ऩ素
子を使用する必要があります。
˖ඪ४品として、OTP F/H形電源を用意しています。（̥5�〜参照）

2ʵ2　ൢࢢのスイッチング電源
では、DC24V直流電源としてスイッチング電源が多く使わΕていますが、電磁クラッチ/ブレーキのۙ࠷　
電源としてスイッチング電源を使用する場合は注意が必要です。
　通ৗのスイッチング電源は、出力側にバックサージなどのա電圧をҹ加することができず、ҹ加すると電
源をഁյする場合があります。そのため、スイッチング電源を使用する場合は、必ずバックサージ吸ऩ素子
としてμイΦードを使用し、電源にバックサージをҹ加しないようにしてください。なお、この場合、電磁
クラッチ/ブレーキのアーマチュアऍ放時間が৳び、作動が஗くなりますので注意してください。

2ʵ3　直流҆定化電源
　電磁クラッチ/ブレーキの電磁コイルࣗ਎にฏ滑作用があるため、通ৗの使用において҆定化の必要はあり
ませんが、位置ܾめなどの場合で、特に作動時間の͹らͭきを཈えたいときは、ฏ滑し҆定化さΕた直流҆
定化電源を使用するとޮՌがあります。
　通ৗの直流҆定化電源は、出力側にバックサージなどのա電圧をҹ加することができず、ҹ加すると電源
をഁյする場合があります。そのため、直流҆定化電源を使用する場合は、必ずバックサージ吸ऩ素子とし
てμイΦードを使用し、電源にバックサージをҹ加しないようにしてください。なお、この場合、電磁クラッ
チ/ブレーキのアーマチュアऍ放時間が৳び、作動が஗くなりますので注意してください。

クラッチ/
ブレーキ
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3 電磁クラッチ/ブレーキのバックサージ吸ऩ回路
3ʵ1　バックサージ吸ऩ回路の必要性

　電磁クラッチ/ブレーキのコイルは༠ಋ負荷ですので、通電தにΤωルギーを஝ੵし、スイッチを切って通
電をःஅすると、コイルに஝えらΕていたΤωルギーが逆方޲の電圧になってݱΕます。こΕをバックサー
ジまたは逆起電圧といい、励磁電圧の数十ഒにもなります。
　このバックサージは、։放した੍ޚ接点にアーク放電を発生して接点を消໣させたり、੍ޚ回路内の൒ಋ
体素子の଱電圧を௒えてഁ損させたり、コイルの絶縁劣化をটいたりします。適౰な吸ऩ回路で、このバッ
クサージを適度な஋に௿下させることが、クラッチ/ブレーキの੍ޚではॏ要です。
　また、バックサージ電圧を௿下させることは外部に放電回路を持ͭことを意ຯし、ಉ時にクラッチ/ブレー
キのアーマチュアऍ放時間が長くなります。適౰なバックサージ吸ऩ回路を使用することにより、バックサー
ジ電圧とアーマチュアऍ放時間を適౰な஋に੍ޚすることができます。
　このバックサージ吸ऩ用として、電磁クラッチ/ブレーキではҰൠతにμイΦードまたはバリスλが使用さ
Εます。

3ʵ2　μイΦードによるバックサージ吸ऩ
　コイルの励磁電圧にରして逆ۃ性で、コイルと並列に接続したμイΦードにより、バックサージを全てコ
イルにؐ流することで、バックサージ電圧が໿̫̍に保たΕます。バックサージΤωルギーが௿下するまで
コイルに電流が流Ε続けるため、アーマチュアऍ放時間が長くなります。
　バックサージ電圧を΄΅θϩに཈えることができるので吸ऩޮՌは࠷େですが、特にେ形のクラッチ/ブ
レーキではアーマチュアऍ放時間がۃ端に৳びます。
　整流器の交流側で電流を։ดした場合は、؀流用μイΦードがこの作用をするため、アーマチュアऍ放時
間がಉ様に長くなります。
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3ʵ3　バリスλによるバックサージ吸ऩ
　通ৗ励磁さΕるϐーク電圧以上のバリスλ電圧を持ͭ素子をコイルと並列に接続すると、バリスλ電圧を
௒えるバックサージを吸ऩし、バックサージを΄΅バリスλ電圧に཈えることができます。アーマチュアऍ
放時間はわずかに৳びますが、無ࢹできるレϕルです。
　DC24V定֨のクラッチ/ブレーキには、120Vのバリスλ（電圧表記：121）をਪ঑しています。しかし、
バックサージ電圧と励磁電圧との電位ࠩは150V以上あり、接点のアーク๷ޮࢭՌは十分ですが、൒ಋ体素
子やSSRなどでのスイッチングは೉しくなります。

3ʵ4　バリスλとμイΦードの組合せ
　バリスλは回路電圧にରして十分༨༟のある電圧のものを使用しないと、通ৗ励磁தに電流が流Εてഁ損
することがあり、バックサージ電圧の௿下にはݶքがあります。
　通ৗ励磁にରして逆方޲に接続したμイΦードと、直列に電圧の௿いバリスλを接続することで、バック
サージにରしてのみバリスλに電流を流すことができ、೚意のバリスλ電圧をબぶことができます。
　この場合、バリスλ電圧の௿下とともにアーマチュアऍ放時間が৳びることと、バリスλでの消අ電力が
େきくなりますので、十分な確認ݧࢼのうえ、サイズをܾ定してご使用ください。バリスλの温度上ঢ஋は、
。頻度での࿈続運転で20℃以下になるようなサイズをબ定してくださいߴ࠷
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3ʵ5　μイΦードのબ定
　バックサージ吸ऩ用のμイΦードに流Εる電流は、スイッチを切って通電をःஅしたときに、定ৗ状態の
電流からঃʑに0まで௿下しますので、定ৗ電流を流せる容量があΕ͹十分です。μイΦードの容量はฏۉ
ॱ電流で規定さΕていて、バックサージ吸ऩの場合は࿈続通電ではなく、通電をःஅしたときだけ流Εます
ので、։ด頻度によりさらにখさい容量で間に合うことがあります。
　଱圧は、μイΦードにରして逆方޲電圧である励磁電圧以上あΕ͹ྑいことになりますが、外དྷサージ電
圧など΁のରࡦとして、ߴ໨のものをબ定した΄うがྑいでしΐう。全波整流ະฏ滑電源を使用する場合は、
波ߴ஋がฏۉ電圧よりߴいので注意してください。
　DC24Vܥのクラッチ/ブレーキには、100〜200V଱圧のҰൠ整流用μイΦードを使用するのがҰൠత
ですが、よりߴい଱圧品を使用しても໰୊ありません。

3ʵ6　バリスλのબ定
　バリスλはҹ加電圧により抵抗஋が変化するඇ線形素子で、バリスλ電圧を௒える電圧がҹ加さΕると、
、に抵抗஋が௿下する性質を持ちます。この性質をར用して、バリスλ電圧を௒えるバックサージ電圧をܹٸ
バリスλで೤に変׵して消අしますので、通ৗ励磁தにコイルに流Εる電流とண୤頻度をύラϝーλとして、
素子のサイズをܾめる必要があります。
　DCϐーク電圧（OTP F/H形など全波整流ະฏ滑電源の場合は、ฏۉ電圧であるDC24Vの1.414ഒ）が
バリスλの࠷େ許容回路電圧を௒えないようにするとともに、࠷େ੍ݶ電圧までのバックサージ電圧を許容
できる回路をઃܭする必要があります。
　ண୤頻度がߴくなると、単位時間౰たりの消අ電力がେきくなりますので、バリスλのサイズをେきくす
る必要があります。બ定に౰たっては、以下のバックサージ吸ऩ用バリスλબ定表を参ߟにしてください。

バックサージ吸ऩ用バリスλબ定表
� %$2�7༻ίΠϧʹ௚ྲྀ%$2�7·ͨ͸શ೾੔ྲྀ%$2�7૬౰ΛҹՃ͢Δ৔߹

 80回／分以下 40回／分以下 20回／分以下 10回／分以下

� 5/3107121,� 5/3�7121,� 5/3�7121,� 5/3�7121,

� 5/31�7121,� 5/3107121,� 5/3�7121,� 5/3�7121,

� 5/3207121,� 5/31�7121,� 5/3107121,� 5/3�7121,

� ෆՄ� 5/3207121,� 5/31�7121,� 5/3107121,

� ෆՄ� ෆՄ� 5/3207121,� 5/31�7121,

0.5A以下

1A以下

2A以下

3A以下

4A以下

ண୤頻度
励磁電流

バリスλϝーカー間׵ޓ表
 ೔本ケϛコン੡ ύφιχック੡ S&M*T&C੡

Vシリーズ Vシリーズ Dシリーズ

5/3�7121,� &3;7�%121 ;�%121

� 5/3�7121,� &3;7�%121 ;�%121

� 5/3107121,� &3;710%121 ;10%121

� 5/31�7121,� &3;71�%121 ;1�%121

� 5/3207121,� &3;720%121 ;21%121

೔ຊέϛίϯ੡7γϦʔζج४ɺ࢖༻Թ౓ൣғɿʵ20ʙ�0ˆ
� ஫1ɿ� ௚ྲྀ%$�07·ͨ͸શ೾੔ྲྀ%$�07૬౰Ҏ্ͷిѹΛҹՃ͢ΔͱɺόϦελΛমଛ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
� � աྭ࣓Ͱ%$�07Ҏ্ͷిѹΛҹՃ͢Δ৔߹͸ɺΑΓి͍ߴѹͷόϦελΛ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ
� ஫2ɿ� খ஋Λࣔ͠ɺͦ࠷༰ڐόϦελαΠζ͸ه্ ΕΑΓେ͖͍αΠζͰ΋Մɻʢྫɿ5/3107121,ˠ5/31�7121,ʣ
� ஫�ɿ� ిྲྀ͸աྭ࣓࣌ʹऍ์͢Δ৔߹͸ɺաྭ࣓ిྲྀΛؚΉɻ
� ஫�ɿ� ෛՙ͸౰ࣾ੡ͷҰൠతͳΫϥον�ϒϨʔΩʢඪ४඼ʣΛ૝ఆ͍ͯ͠·͢ɻ
� � ͜ͷද͸બఆͷߟࢀʹ͢Δ΋ͷͰɺػೳΛอূ͢Δ΋ͷͰ͸͋Γ·ͤΜɻ
� � ɺόϦελͷද໘Թ౓্ঢ஋͕20ˆҎԼͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ͍ߦΛݧࢼ౰ͨͬͯ͸֬ೝʹ༺࢖͝
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4 DC24V用電磁クラッチ/ブレーキの੍ޚ接点

　電磁クラッチ/ブレーキは直流༠ಋ負荷ですので、励磁回路を直流側で։ดする੍ޚ接点には注意が必要です。
交流側で։ดする場合や、バックサージ吸ऩ素子としてμイΦードを使用する場合は、交流負荷と౳Ձです。
　以下は、DC24Vの電磁クラッチ/ブレーキに120Vのバリスλをバックサージ吸ऩ素子としてコイルと並
列に接続し、直流側で։ดする場合の注意点です。

4ʵ1　リレー接点の場合

　DC24V用電磁クラッチ/ブレーキの։ดには、リレー接点を使用するのがҰൠతですが、通ৗのリレーは
直流༠ಋ負荷の։ดをલఏにઃܭさΕていませんので、注意が必要です。使用Մ能な負荷電流஋は交流電流
でࣔさΕている場合が多く、直流༠ಋ負荷である電磁クラッチ/ブレーキの電流を։ดする場合は、େ෯に能
力が௿下します。
　直流༠ಋ負荷をର৅にしているリレーの場合でも、༠ಋ負荷のఔ度を表す時定数が-／Rʹ7mTFDఔ度に
おける許容電流஋表ࣔであり、電磁クラッチ/ブレーキの数十〜数ඦ̼TFDにൺべてখさいので、規定の電流
஋を流すことはできません。
　ਪ঑するリレーのྫとしては࣍のようなものがあり、໨҆として։ดできる電流をࣔします。
 ᶃҰൠతなύϫーリレー ྫ：ΦϜϩン-:シリーズ ʜʜʜʜ DC24V 1A以下
 ᶄ直流用ύϫーリレー ྫ：ΦϜϩンMM9シリーズʜʜʜ DC24V 2A以下
 ᶅACϞーλ用電磁接৮器 ྫ：෋࢜電機SCシリーズʜʜʜʜ DC24V 3A以上
　番号がେきくなるにैい能力がେきくなります。
　接点の消໣がେきい場合は、̎ݸ以上の接点を直列接続してください。直列接続すると、バックサージ電
圧を分圧でき、େ෯に接点の消໣をݮগできますが、並列接続ではେきなޮՌは期଴できません。

　バックサージによるアーク೤で、ۭؾதの஠素がݻ定さΕ、঳ࢎが合成さΕることがあります。接点ۙ๣
の྘৭の付ண෺は、この঳ࢎと接点のಔが化合した生成෺で、接点の負荷がॏす͗るஹީです。このような
場合は、接点のण໋がۃ端に୹いとਪ定できますので、接点を直列接続したり、より能力のେきい接点を使
うようにしてください。

4ʵ2　SSRの場合

　୅表తな൒ಋ体接点であるSSRは、出力側にバックサージなどのա電圧をҹ加することができず、ҹ加す
るとSSRをഁյする場合があります。そのため、SSRを使用する場合は、必ずバックサージ吸ऩ素子として
μイΦードを使用し、SSRにバックサージをҹ加しないようにしてください。なお、この場合、電磁クラッ
チ/ブレーキのアーマチュアऍ放時間が৳び、作動が஗くなりますので注意してください。

クラッチ/
ブレーキ
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DC��7用
Power Supply for Clutch & Brake電ݯ૷ஔ

O51'/) TFSJFT

༺ѹి֤ܥɿ"$1007ܗ'051
༺ѹి֤ܥɿ"$2007ܗ(051
τϥϯε߱ѹํࣜ
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ࣸਅʹ͸͜ͷΧλϩάͰ঺հ͍ͯ͠Δ%$2�7༻ిݯ૷ஔͷ΄͔ɺ%$�07༻΋ؚΈ·͢ɻ
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OTPF形 ：AC100V֤ܥ電圧
OTPH形：AC200V֤ܥ電圧

　OTPF/H形ݻ定電圧電源は、঎用電源をトランス
で降圧し全波整流する、DC24Vܥのクラッチ/ブレ
ーキ用電源です。AC100VܥまたはAC200Vܥの
঎用電源に接続するだけで、؆単に直流出力電圧
DC24VがಘらΕます。
　トランスで絶縁してありますので、ݎ࿚で৴པ性
がߴく、DC24Vܥクラッチ/ブレーキのҰൠతな
用్には、この電源をご使用ください。
　入力電圧は、OTPF形がAC100Vܥの֤電圧、
OTPH形がAC200Vܥの֤電圧にରԠしますので、
֤छ電圧で使用することができます。

2 寸　法

1 仕　様
ʲ051'ܗʳ
˙ೖྗిѹʜʜʜ"$100�110�1207ʶ10ˋ���0��0)[
˙ग़ྗిѹʜʜʜ%$2�7ʶ�ˋ

ʢ"$100�110�1207Λೖྗ͠ɺ࠷େͷෛՙిྲྀΛྲྀͨ͠ͱ͖ʣ

ʲ051)ܗʳ
˙ೖྗిѹʜʜʜ"$200�220�2�07ʶ10ˋ���0��0)[
˙ग़ྗిѹʜʜʜ%$2�7ʶ�ˋ

ʢ"$200�220�2�07Λೖྗ͠ɺ࠷େͷෛՙిྲྀΛྲྀͨ͠ͱ͖ʣ

ʲڞɹɹ௨ʳ
˙੔ྲྀํࣜʜʜʜ୯૬શ೾੔ྲྀ
पғԹ࣪౓༺࢖˙ ʜ0ʙ�0ˆ��2�ʙ��ˋ3)

ʢ݁࿐ͳ͖͜ͱʣ

˙อଘपғԹ࣪౓ ʜʵ10ʙ�0ˆ��2�ʙ�0ˋ3)
ʢ݁࿐ͳ͖͜ͱʣ

˙ઈԑ଱ྗʜʜʜ"$1�007���0��0)[ɹ1෼ؒ
ೖྗҰׅͱग़ྗҰׅؒ
ೖྗҰׅͱ�൪୺ࢠ�έʔεؒ

"$10007���0��0)[ɹ1෼ؒ
ग़ྗҰׅͱ�൪୺ࢠ�έʔεؒ

˙ઈԑ఍߅ʜʜʜ%$�007ϝΨʹͯ100.ЊҎ্
ೖྗҰׅͱग़ྗҰׅؒ
ೖྗҰׅͱ�൪୺ࢠ�έʔεؒ
ग़ྗҰׅͱ�൪୺ࢠ�έʔεؒ

˙ද໘ॲཧʜʜʜম෇͚ృ૷ɺϚϯηϧ2.�1#���
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3 形番બ定
	1
 ��Ϋϥον�ϒϨʔΩΛ1୆઀ଓ͢Δ৔߹

Ϋϥον�ϒϨʔΩͷෛՙిྲྀͷ12�ˋҎ্ͷిݯΛબఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

	2
��Ϋϥον�ϒϨʔΩΛ2୆Ҏ্઀ଓ͠ɺಉ࣌ʹྭ࣓͢Δ৔߹
ಉ࣌ʹྭ࣓͢ΔΫϥον�ϒϨʔΩͷෛՙిྲྀͷ߹ܭʹର͠ɺ12�ˋҎ্ͷిݯΛબఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ͳ͓ɺ1୆ͷి2ʹݯ୆Ҏ্ͷΫϥον�ϒϨʔΩΛ઀ଓͯ͠΋ɺৗʹ1୆͔͠ྭ࣓͠ͳ͍৔߹͸ɺͦͷ
தͰ࠷΋େ͖͍ෛՙిྲྀͷ12�ˋҎ্ͷిݯΛબఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

	�
Δ͗͜͢ߴΛબఆ͢Δͱɺग़ྗిѹ͕ݯΔΫϥον�ϒϨʔΩʹରͯ͠ɺग़ྗిྲྀͷେ͖͗͢Δి͢༺࢖
ͱ͕͋Γ·͢ɻ

4 出力電圧のௐ整
ͷग़ྗిѹ͸ɺೖྗిѹ͓ΑͼෛՙిྲྀʹΑͬͯมԽ͠·͢ͷͰɺΫϥον�ϒϨʔΩΛ઀ଓ͠ɺͦͷݯి
Ϧʔυઢ෦෼Ͱిѹ͕%$2�ʙ2�7ʹͳΒͳ͍৔߹͸ɺ࣍ͷཁྖͰௐ੔Λ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻग़ྗిѹ͕͢ߴ
͗Δ৔߹͸ɺࡏݱ઀ଓ͍ͯ͠Δ"$ೖྗ୺ࢠΑΓి͍ߴѹͷ୺ࢠΛ࢖༻͢Δ͜ͱͰɺग़ྗిѹΛԼ͛Δ͜ͱ͕
Ͱ͖·͢ɻ
ۭ͖୺͕ࢠͳ͍৔߹΍௿͗͢Δ৔߹͸ɺτϥϯεͷೋ࣍ଆʹ͸ᶇᶈᶉᶊͷ�ຊͷλοϓ͕ग़͍ͯ·͢ɻग़ՙ
࣌͸ᶇͱᶉΛ಺෦ճ࿏ʹϋϯμ෇͚ͯ͠ɺଞͷᶈᶊ͸༡ΜͰઈԑͯ͋͠Γ·͢ɻిѹ͕௿͍ͱ͖͸ᶉΛ֎͠
ͯᶊʹɺ͗͢ߴΔͱ͖͸ᶈʹϋϯμ෇͚ͯ͠ɺଞͷઢ͸্هͱಉ༷ʹઈԑ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
΋͠ɺᶈ·ͨ͸ᶊʹ઀ଓͯ͠نఆͷిѹʹͳΒͳ͍ͱ͖͸ɺೖྗిѹͷมಈ͕େ͖͗͢Δ͔ɺిݯͷग़ྗ
ిྲྀ͕ෆదͱࢥΘΕ·͢ͷͰɺௐ΂͍ͯͩ͘͞ɻ

5 使用上の注意
	1
҆શͷͨΊʹඞͣ�൪୺ࢠΛ઀஍͍ͯͩ͘͠͞ɻ
	2
"$ೖྗଆʹώϡʔζɺαʔΩοτϓϩςΫλͳͲͷอޢ૷ஔΛ઀ଓ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
	�
౰ిݯ͸Πϯόʔλग़ྗిѹͷೖྗ͸Ͱ͖·ͤΜɻೖྗ͢Δͱిഁ͕ݯଛ͠·͢ɻ
	�
౰ిݯ͸Ϋϥον�ϒϨʔΩ༻ͷόοΫαʔδٵऩૉࢠΛ಺ଂ͍ͯ͠·ͤΜͷͰɺ֎෦ճ࿏ʹద੾ͳόο
ΫαʔδٵऩૉࢠΛ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ

	�
��"$11�7ೖྗͷͱ͖͸"$1207ೖྗ୺ࢠʹ઀ଓ͍ͯͩ͘͠͞ɻʢ051'ܗʣ
	�
��"$2�07ೖྗͷͱ͖͸"$2�07ೖྗ୺ࢠʹ઀ଓ͍ͯͩ͘͠͞ɻʢ051)ܗʣ
	�
��౰ిݯʹສ͕Ұҟৗ΍ෆ۩߹͕ੜͨ͡৔߹Ͱ΋ɺೋ࣍֐ࡂ๷ࢭͷͨΊʹɺ׬੒඼ʹద੾ͳϑΣʔϧηʔ
ϑػೳΛඞͣ෇Ճ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
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��ಈ࡞ಛੑ
ঢ়ଶ͸ɺਤ̍ʹࣔ͢Α͏ʹͳΓ·͢ɻ࡞Δ·Ͱͷಈࢸʹͷଟ൘ి࣓Ϋϥονͷ࿈͔݁Βղ์ܗΑͼ.8$͓ܗ$%.
ɹి࣓ΫϥονʹిྲྀΛ௨͡·͢ͱɺίΠϧʹྲྀΕΔిྲྀ͸ॴఆͷ࣌ؒ਺Ͱ૿Ճ͠ɺ͋ Δ஋ʹୡ͢ΔͱΞʔϚνϡ
Ξ͕ٵҾ͞Εɺຎࡲ໘͕ີணͯ͠ຎࡲτϧΫΛൃੜ͠͸͡Ί·͢ɻ͜ ͷిྲྀ͕ྲྀΕ͔ͯΒτϧΫ͕ൃੜ͢Δ·Ͱͷ
࣌ؒΛɺΞʔϚνϡΞٵҾ࣌ؒͱݺͼ·͢ɻΞʔϚνϡΞٵҾ࣌ɺॠؒతʹిྲྀ஋͕Լ͕Γ·͕͢ɺ͜ Ε͸࣓ؾճ࿏
ͷۭܺมԽʹΑΓɺΠϯμΫλϯε͕͢૿ٸΔͨΊͰ͢ɻͦ ͷޙɺྭ ࣓ిྲྀͷ૿Ճʹ൐͍ຎࡲτϧΫ΋૿େ͠ɺఆ֨
ಈຎࡲτϧΫʹୡ͠·͕͢ɺి ྲྀ͕ྲྀΕ͔ͯΒ�0ˋఆ֨ಈຎࡲτϧΫʹୡ͢Δ·Ͱͷ࣌ؒΛɺτϧΫ্ཱΓ࣌ؒͱ
ͼ·͢ɻݺ
ɹҰํɺຎࡲτϧΫͷ૿େͱͱ΋ʹඃಈଆ΋࣍ୈʹՃ଎͞Εۦɺ ಈଆͷճస਺ͱಉͯ͠ظΫϥονͷ͢΂Γ͸θϩ
ͱͳΓɺ࿈݁͸ྃ͠׬·͢ɻ͜ ͷຎࡲτϧΫΛൃੜ͠͸͡Ί͔ͯΒ࿈͕݁ྃ͢׬Δ·Ͱͷ࣌ؒΛɺ࣮ ࿈݁࣌ؒͱݺͼ
·͢ɻ
ɹిྲྀΛ੾ͬͨͱ͖΋ɺి ྲྀ͸௚ͪʹ͸θϩͱͳΒͣɺঃʑʹݮগ͠·͢ɻ͜ Εʹ൐͍ɺΞʔϚνϡΞ͸σΟεΫ͓
ΑͼϨϦʔζ͹Ͷͷ͹ͶྗʹΑΓॠ࣌஗Εͯ཭୤͠ɺτϧΫ΋࣍ୈʹݮগͯ͠ɺݮਰτϧΫ͔ΒυϥάτϧΫʢۭస
τϧΫʣʹ Ҡ͠ߦ·͢ɻి ྲྀ͕੾Ε͔ͯΒఆ ʢ֨ࣜס͸੩ຎࡲɺ࣪ ࣜ͸ಈຎࡲʣτϧΫͷ10ˋʹݮਰ͢Δ·Ͱͷ࣌ؒ
ΛɺτϧΫফ໓࣌ؒͱݺͼ·͢ɻ
ɹτϧΫ্ཱΓ͓࣌ؒΑͼτϧΫফ໓࣌ؒ͸ɺྭ ࣓ిྲྀɺෛՙͷେখɺճస਺͓Αͼ५׈༉ͷ೪౓ʢ࣪ࣜͷΈʣͳͲͷ
ӨڹΛड͚ͯมԽ͠·͢ɻ.%#�/͓ܗΑͼ.8#ܗଟ൘ి࣓ϒϨʔΩ΋Ϋϥονͱಉ༷ͷಈ࡞Λ͠·͢ɻ

電磁クラッチ/ブレーキͷಛੑ

બ　定



��

��੩ຎࡲトルクͱಈຎࡲトルク
ɹ.%͓ܗΑͼ.8ܗͷଟ൘ి࣓Ϋϥον�ϒϨʔΩͷຎࡲτϧΫ͸ɺ੩ຎࡲτϧΫͱಈຎࡲτϧΫͰද͠·͢ɻ
ɹ੩ຎࡲτϧΫͱ͸ɺຎࡲ໘͕੩ຎࡲঢ়ଶͰൃੜ͢ΔຎࡲτϧΫɺଈͪΫϥον͕׬શʹ࿈݁͞Εͨঢ়ଶʢຎࡲ໘ͷ
͢΂ΓθϩʣͰۦɺ ಈଆ͔Βඃಈଆʹ఻ୡ͠͏Δ࠷େτϧΫΛ͍͍·͢ɻ
ɹಈຎࡲτϧΫͱ͸ɺຎࡲ໘͕ಈຎࡲঢ়ଶͰൃੜ͢ΔຎࡲτϧΫɺଈͪΫϥονΛྭ࣓ͯ͠ඃಈଆΛىಈ͢Δͱ͖ɺ
ຎࡲ໘͕͢΂Γͳ͕Βۦಈଆ͔Βඃಈଆʹ఻ୡ͢Δ͜ͱͷͰ͖ΔτϧΫΛ͍͍·͢ɻ
ɹ͔͠͠ɺ͜ ΕΒͷຎࡲτϧΫ͸ɺྭ ࣓ిྲྀͷมԽ΍ɺಛʹ.8ܗ͸ͦͷ࢖༻५׈༉ͷ೪౓ͳͲʹΑΓӨڹΛड͚ͯ
มԽ͠·͢ɻ

ਰトルクͱドラグトルクݮ��
ɹిݯΛ੾͔ͬͯΒυϥάτϧΫʢۭసτϧΫʣʹ Ҡ͢ߦΔؒͷա౉తຎࡲτϧΫΛɺݮਰτϧΫʢཹ࢒τϧΫʣͱݺ
ͼ·͢ɻ
ɹυϥάτϧΫͱ͸ɺΫϥονΛ࡞ಈ͍ͤͯ͞ͳ͍ͱ͖ɺଈͪΫϥον͕ղ์ঢ়ଶʹ͓͍ͯۦɺ ಈଆ͔Βඃಈଆʹ఻
ΘΔຎࡲτϧΫΛ͍͍·͢ɻ
ɹ.%ܗͷ৔߹ɺ.8ܗͷΑ͏ͳ५׈༉ͷհ͕͋ࡏΓ·ͤΜͷͰɺ࢖༻্໰୊ʹͳΒͳ͍ఔ౓Ͱ͢ɻ
ɹ.8ܗ͸σΟεΫؒʹհ͢ࡏΔ५׈༉ͷ೪ੑ͕͋ΓɺυϥάτϧΫΛօແʹ͢Δ͜ͱ͸Ͱ͖·ͤΜ͕ɺಛघද໘
ॲཧͷσΟεΫͱϨϦʔζ͹Ͷͷซ༻ʹΑͬͯɺυϥάτϧΫΛখ͍ͯ͘͞͠·͢ɻ

��許容仕事
ɹຎܗࡲΫϥον�ϒϨʔΩͰෛՙΛىಈɾఀ ໘͕εϦοϓঢ়ଶͱͳࡲຎʹظΔ৔߹ɺ࿈͓݁Αͼ੍ಈͷա౉͢ࢭ
Γɺຎࣄ࢓ࡲʹԠͨ͡ຎࡲ೤Λൃੜ͠·͢ɻ͜ ͷຎࡲ೤͕Ϋϥον�ϒϨʔΩͷ೤์ࢄೳྗΛ௒͑Δͱɺҟৗຎ໣Λ
ੜͨ͡Γɺຎࡲ໘͕มͨ͠ܗΓɺম͖෇͍ͨΓͯ͠ɺ࢖༻ෆೳʹͳΓ·͢ɻ
ɹΫϥον�ϒϨʔΩʹڐ༰͠͏Δຎࣄ࢓ࡲͷݶք஋Λڐ༰ࣄ࢓ͱ͍͍ߴɺ ଎ɾॏෛՙ΍࢖༻ස౓ͷ͍ߴ৔߹͸ɺे
෼ݕ౼͓ͯ͘͠ඞཁ͕͋Γ·͢ɻ



��

��容 ʢྔトルクʣͷݕ౼

ɻ࣍͢·͍ߦΛ౼ݕछ͕ܾఆͨ͠ΒɺτϧΫͷػ ͷ
֤߲໨ʹ͍ͭͯݕ౼͠ɺ֤ छͷੑೳද͔Βຬ଍ػ
Ͱ͖Δ༰ ʢྔτϧΫʣΛબఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

���ɹݪಈػग़ྗͱトルク
ɹෛՙ৚͕݅ෆ໌ͷ৔߹ɺݪಈػͷग़ྗ͔ΒτϧΫ
ͷ໨҆Λ͚ͭ·͢ɻ

ɹ5ʹ �01�14O ʹ ���01O �ʦ/ɾNʧʜʜʜʜʜᶃ

5� ͷτϧΫʦ/ɾNʧػಈݪ
14� ͷग़ػಈݪ ʨྗ)1ʩ
1� ͷग़ػಈݪ ʦྗLXʧ
O� Ϋϥον�ϒϨʔΩ࣠ͷճస਺ʦS�NJOʧ

���ɹෛՙͷՃʢݮʣ଎ʹཁ͢Δトルク
ෛՙ৚͕݅Θ͔͍ͬͯΔ৔߹͸ɺ࣍ ࣜͰՃ଎ʢݮ଎ʣ

ʹඞཁͳಈຎࡲτϧΫΛٻΊ·͢ɻ

ɹ5Eʹ +ɾO
�.��UBFʢ·ͨ͸UBCʣʶ5Ὑ�ʦ/ɾNʧʜʜʜʜʜᶄ

ɹʶ5Ὑ͸ɺෛՙͷಇ͖͕Ϋϥον�ϒϨʔΩΛॿ͚Δ
৔߹͸ʢʵʣɺ๦͛Δ৔߹͸ʢʴʣͱ͠·͢ɻ

5E� ಈຎࡲτϧΫʦ/ɾNʧ
+� ෛՙͷੑ׳ϞʔϝϯτʦLHɾN2ʧ

ɹUBFʢUBCʣ� ࣮࿈ ʢ੍࣮݁ಈʣ࣌ ʦؒTʧ
5Ὑ� ࿈ ʢ੍݁ಈʣ࣌ ͷෛՙτϧΫʦ/ɾNʧ

ɹ࣮࿈ ʢ੍࣮݁ಈʣ࣌ ؒUBFʢUBCʣ͸ɺࣄ࢓཰΍ण໋Λ
0.1Tఔ౓Λ໨҆ͱ͠·͢ɻͳ͓ɺ௿ճసͷ৔ྀͯ͠ߟ
߹͸ɺ΋ͬͱେ͖ͯ͘͠΋͍ߏ·ͤΜɻ
ɹҎ্ͷ͔ࣜΒٻΊͨτϧΫʹରͯ͠ɺෛՙͷੑ࣭
ʹΑΓɺ࣍ ͷ৚݅Λຬͨ͢͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ

	1
࿈݁࣌ʹෛՙτϧΫֻ͕͔Δ৔߹

ɹ5ESʼ5EɾG� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜᶅ

	2
࿈݁ޙʹෛՙτϧΫֻ͕͔Δ৔߹

ɹ5TSʼ5ὙMA9ɾG�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜᶆ

5ES� ΫϥονͷಈຎࡲτϧΫʦ/ɾNʧ
5TS� Ϋϥονͷ੩ຎࡲτϧΫʦ/ɾNʧ
5ὙMA9� ӡస࣌ͷ࠷େෛՙτϧΫʦ/ɾNʧ

G� ҆શ܎਺ʢද̍ࢀরʣ

���ɹෛՙトルクͷࢉܭ
⬟ ੾࡟ ʢྗרऔྗʣͱ੾࡟଎౓ʢרऔ଎౓ʣΑΓ

ɹ5Ὑʹ 'ɾW
2КɾOɾБ�ʦ/ɾNʧʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜᶇ

'� ੾࡟ ʢྗרऔྗʣʦ/ʧ
W� ੾࡟଎౓ʢרऔ଎౓ʣʦN�NJOʧ
К� ԁप཰
Б� ցޮ཰ػ



��

⬡ ΫϥϯϓϨεͳͲͷՃѹྗΑΓ

ɹ5Ὑʹ 1TJO	П�В

DPTП ʷ3�ʦ/ɾNʧʜʜʜʜʜᶈ

1� ϓϨεͷՃѹ ʦྗ/ʧ
3� ΫϥϯΫͷ൒ܘʦNʧ

⬣ ༉ѹʢΪΞʣϙϯϓͷ࣠τϧΫ

ɹ5Ὑʹ 1ɾ7
2КɾБ �ʦ/ɾNʧʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜᶉ

1� ѹ ʦྗ.1Bʧ
7� 1ճస༰ ʦྔDN��SFWʧ
Б� �ʙ0.�ʣ.0ߟࢀցޮ཰ʢػ

⬥ ϘʔϧͶ ʢ͡ਨ௚ʣͷམԼτϧΫ

ɹ5Ὑʹ �.�Nɾ1
2К �ʦ/ɾNʧʜʜʜʜʜʜʜʜʜᶊ

N� ௚ઢӡಈ͢Δ෺ମͷ࣭ ʦྔLHʧ
1� Ͷ͡ͷϦʔυʦN�SFWʧ

ͨͩ͠ɺޮ ཰͸1.0ͱ͢Δɻ

���ɹπース形ͷ容ྔબఆ
ɹෛՙτϧΫ͓Αͼෛՙͷੑ׳ΛٻΊɺىಈ͓࣌Α
ͼىಈޙͷෛՙ৚݅ͱճస਺Λௐ΂ɺ૯߹৚͔݅Β
༰ྔΛબఆ͠·͢ɻຎܗࡲ΍ۭܺܗͱҟͳΓɺεϦο
ϓ͕θϩͰ͢ͷͰɺࣜ ᶄͷ࣮࿈݁࣌ؒUBF͸ݪಈػͷ
্ཱΓͷ࣌ؒͱͳΓɺඇৗʹখ͍͞஋ͱͳΔ͜ͱ͔
Βɺελʔτ࣌ͷτϧΫ͸ϐʔΫతʹେ͖ͳ஋ͱͳ
Γ·͢ɻ͠ ͕ͨͬͯɺճస਺ͷ͍ߴ৔߹ʹ͸ɺෛՙτ
ϧΫ͓Αͼ͕ੑ׳େ͖͍ͱɺελʔτ࣌ͷϐʔΫτ
ϧΫͰεϦοϓΛ͕͋ݥة͢͜ىΔͷͰɺϞʔλۦ
ಈ͢Δ৔߹ɺඞͣϞʔλͷ࠷େτϧΫʹର͠ɺڐ༰τ
ϧΫ͕1.�ഒҎ্ɺۃ਺ม׵·ͨ͸ਖ਼ٯసΛ͏ߦ৔߹
ʹ͸ɺ2ഒҎ্ͷ༰ྔΛ࣋ͬͨΫϥονΛબఆ͢Δඞ
ཁ͕͋Γ·͢ɻ

⬟ ੩ࢭঢ়ଶͰ࿈݁͠ɺϞʔλͰ࢝ಈ͢Δ৔߹

5SɾB
100 ʼ5 ʢ́5.ʵ5Ὑʣ

+2
+1�+2 �5Ὑ�ʦ/ɾNʧʜᶋ

5S� πʔεΫϥονͷఆ֨τϧΫʦ ɾ̣̼ ʧ
5� ࢝ಈ࣌πʔεΫϥονʹֻ͔ΔτϧΫʦ/ɾNʧ
5.� Ϋϥον࣠ʹ͓͚ΔϞʔλͷ࠷େ࢝ಈτϧΫʦ/ɾNʧ
5Ὑ� Ϋϥον࣠ʹ͓͚ΔෛՙτϧΫʦ ɾ̣̼ ʧ
B� ఆ֨τϧΫʹର͢Δڐ༰τϧΫʦˋʧʢਤ̐ࢀরʣ
̟1� Ϋϥον࣠ʹ͓͚Δۦಈଆͷੑ׳ϞʔϝϯτʦLHɾN2ʧ
̟2� Ϋϥον࣠ʹ͓͚Δෛՙଆͷੑ׳ϞʔϝϯτʦLHɾN2ʧ

⬡ Ϟʔλ͸ৗ࣌ӡసঢ়ଶͰɺຎܗࡲΫϥονͰπʔ
εΫϥονΛ࿈݁ޙʹ࢝ಈ͢Δ৔߹

5SɾB
100 ʼ5 ʢ́5ENBYʵ5Ὑʣ

+2
+1�+2 �5Ὑ�ʦ/ɾNʧʜᶌ

�����5ENBY � ຎܗࡲΫϥονͷ࠷େಈຎࡲτϧΫʦ/ɾNʧ



��

ɹπʔεΫϥον͸੩ࢭঢ়ଶͰ࿈݁ͨ͠৔߹ɺ͕ࣃ
͔Έ߹͏৔߹ͱɺࣃઌ͕౰͔ͨͬͯΈ߹Θͳ͍৔߹
͕͋Γ·͢ɻ͠ ͕ͨͬͯɺ͔ Έ߹Θͳ͍৔߹Λ૝ఆ͠
ͯબఆ͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ
ɹ͕ͨͬͯ͠ɺࣜ ᶋ͓ΑͼᶌͰٻΊͨ5SɾBʹର͠ɺ̓
શ܎਺Λ1.�ʙ2.0Ҏ্৐͡Δ͔ɺճస਺ͷ্ཱΓΛ
؇΍͔ʹ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

⬣ ૬ରճస࣌ͷ࿈݁ݶքʹ͍ͭͯ
ɹπʔεΫϥονΛճసத࿈݁͢Δ৔߹͸ɺ࣍ ͷ৚
͕݅߹Θͳ͍ͱ࿈݁Ͱ͖·ͤΜɻ
ɹ	"
Ҿ଎౓͕ૣ͍͜ͱɻٵ໘ͷप଎ΑΓࣃ
ɹ	#
࿈݁࣌ͷෛՙτϧΫ͓Αͼੑ׳ͷ্ཱΓτϧ

ΫΑΓɺΫϥονͷڐ༰τϧΫ͕େ͖͍͜ͱɻ
͜ͷ৚͔݅ΒɺτϧΫଈͪ֎ܘͷେ͖͍΋ͷ΄Ͳࣃ
໘ͷप଎͕ૣ͘ͳΔͷͰɺ௿͍ճస਺Ͱͳ͍ͱ࿈݁
Ͱ͖ͳ͍͜ͱʹͳΓ·͢ɻ
ɹ.;࣓ిܗπʔεΫϥονͷ૬ରճస࣌ͷ࿈݁ݶ
քΛද2ʹࣔ͠·͢ɻ
ɹͨͩ͠ɺʢ#ʣͷ৚݅΋ຬ଍͍ͯ͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤ
Μɻද2ΑΓ͞Βʹ͍ߴճస਺Ͱ࿈݁Λ͏ߦඞཁͷ͋
Δͱ͖͸ɺٸ଎աྭ࣓Λ͜͏ߦͱʹΑΓɺ͋ Δఔ౓Մ
ೳͰ͢ɻ
ɹ·ͨɺ100ܗҎ্͸ݪଇͱͯ͠੩ࢭ࿈݁Ͱ࢖༻͠
͍ͯͩ͘͞ɻ࿈݁ݶքΛ௒͑Δ৔߹͸ɺ౰ࣾ·Ͱ͝র
ձ͍ͩ͘͞ɻ

��࿈ ʢ੍݁ಈʣ仕事ͷݕ౼

ܰෛՙ৚݅ͷ৔߹͸ɺτϧΫͷݕ౼ͷΈͰબఆͰ
͖·͕͢ɺҰൠతʹ͸࿈ ʢ੍݁ಈʣ࣌ ͷεϦοϓʹ
ΑΔൃ೤Λݕ౼͠ɺΫϥον�ϒϨʔΩ͕࣋ͭ೤์
༰஋಺ʹ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ͢Δඞཁ͕͋ڐೳྗͷࢄ
Γ·͢ɻ

���ɹ࿈ ʢ੍݁ಈʣ�ճ౰ͨΓͷ仕事
⬟ Ճ଎ɾݮ଎࣌

ɹ&Fʢ&Cʣ́ +ɾO2
1�2 ɾ

5E
5Eʶ5Ὑ �ʦ+ʧʜʜʜʜʜʜᶍ

ɹʶ5Ὑ͸ɺෛՙͷಇ͖͕Ϋϥον�ϒϨʔΩΛॿ͚
Δ৔߹͸ʢʴʣɺ๦͛Δ৔߹͸ʢʵʣͱ͠·͢ɻ

ɹ&Fʢ&Cʣ� ࿈ ʢ੍݁ಈʣࣄ࢓ʦ+ʧ

⬡ ਖ਼ٯస࣌

ɹ&Fʢ&Cʣ́ +ʢO1�O2ʣ2
1�2 �ʦ+ʧʜʜʜʜʜʜʜʜʜᶎ

O1ɿਖ਼స࣌ͷճస਺ʦS�NJOʧ
O2ɿٯస࣌ͷճస਺ʦS�NJOʧ

⬣ εϦοϓαʔϏε࣌

ɹ&Fʢ&Cʣ́ 2Кɾ5EɾOɾU
�0 �ʦ+ʧʜʜʜʜʜʜʜʜᶏ

5E� εϦοϓτϧΫʦ/ɾNʧ
U� εϦοϓ࣌ ʦؒTʧ

���ɹ࿈ ʢ੍݁ಈʣ仕事཰
ɹ୯Ґ࣌ؒ౰ͨΓͷࣄ࢓Λࣄ࢓཰ͱ͍͍ɺಛʹߴස
౓ӡసͷ৔߹ʹɺे ෼ݕ౼͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

ɹ1Fʢ1Cʣ́ &Fʢ·ͨ͸&Cʣɾ/D
�0 �ʦ8ʧʜʜʜʜᶐ

ɹ1Fʢ1Cʣ� ࿈ ʢ੍݁ಈʣࣄ࢓཰ʦXʧ
ɹɹɹ /D� ࿈ ʢ੍݁ಈʣස౓ʦճ�NJOʧ

;.൪ɹܗ



��

��ಈؒ࣌࡞

଎ɾఀݮ๬͢Δ࣌ؒ಺ʹෛՙΛՃ଎͋Δ͍͸ر ࢭ
Ͱ͖Δ͔ͷݕ౼͸ɺ࣍ ࣜͰ͍ߦ·͢ɻ

���ɹՃ଎・ݮ଎࣌

ɹUBFʢUBCʣ́ +ɾO
�.��ʢ5Eʶ5Ὑʣ�ʦTʧʜʜʜʜʜʜᶒ

ɹʶ5Ὑ͸ɺෛՙͷಇ͖͕Ϋϥον�ϒϨʔΩΛॿ͚
Δ৔߹͸ʢʴʣɺ๦͛Δ৔߹͸ʢʵʣͱ͠·͢ɻ

ɹUBFʢUBCʣ� ࣮࿈ ʢ੍࣮݁ಈʣ࣌ ʦؒTʧ

���ɹਖ਼ٯస࣌

ɹUBF ʹ +
�.�� ��

O1
5E

ʶ

5Ὑ �
O2

5Eʶ5Ὑ�ʦTʧʜʜʜʜᶓ

ɹࣜᶒ͓ΑͼᶓͰࢉग़ͨ͠UBFʢUBCʣ͸ɺτϧΫΛൃ
ੜ͔ͯ͠Β࿈ ʢ੍݁ಈʣ͕ Δ·Ͱͷ࣌ؒͰ͢ɻྃ͢׬
શ࿈݁࣌ؒU͸ɺ্ Ҿ࣌ؒٵ஋ʹΞʔϚνϡΞࢉܭه
ͱॳظ஗Ε࣌ؒΛ଍ͨ͠΋ͷʹͳΓ·͢ɻ

ɹUʹUBFʢ·ͨ͸UBCʣɹ ΞʔϚνϡΞٵҾ࣌ؒ
ɹɹʴॳظ஗Ε࣌ؒ�ʦTʧʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜᶔ

���ɹトルク্ཱΓ࣌ؒ಺ʹ࿈ ʢ੍݁ಈʣΛྃ͢׬Δ৔߹

⬟ ෛՙτϧΫ5ὙΛແࢹͰ͖Δ৔߹

ɹUBFʢUBCʣ́ ɹ +ɾOɾUBQ�.��5Q �ʦTʧʜʜʜʜʜʜʜʜᶕ

UBQ� ࣮τϧΫ্ཱΓ࣌ ʦؒTʧ
5Q� �0ˋಈຎࡲτϧΫʦ/ɾNʧ

⬡ ෛՙτϧΫ5Ὑ͕Ϋϥον�ϒϨʔΩΛ๦͛Δ৔߹

ɹUBFʢUBCʣ́ ɹ +ɾOɾUBQ�.��5Q �5Ὑ
UBQ
5Q �ʦTʧʜʜʜᶖ

⬣ ෛՙτϧΫ5Ὑ͕Ϋϥον�ϒϨʔΩΛॿ͚Δ৔߹

ɹUBFʢUBCʣ́ UBQ
5Q ɹɹ5Ὑ
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⬣ ಈؒ࣌࡞ͷݕ౼ʤ1��ࣜᶒΑΓʥ

ɹUBF ʹ +ɾO
�.��ɾʢ5Eʵ5Ὑʣ́

0.2�ʷ1��0
�.��ɾʢ200ʵ�2ʣ

˺0.22ʦTʧ

ͱͳΓɺر๬࣮࿈݁࣌ؒ0.�ʦTʧҎԼΛे෼ຬ଍Ͱ͖
·͢ɻ

⬥ ຎ໣ण໋ʹ͍ͭͯ

ɹ.8ܗ͸༷࣪ࣜ࢓ͷΫϥον�ϒϨʔΩͰ͢ͷͰɺ
σΟεΫ͸ৗʹ५׈༉ʹΑΔڥքຎࡲͰτϧΫΛ఻
ୡ͠·͢ɻ
ɹదਖ਼ͳ༷࢓ঢ়ଶͰ͋Ε͹ɺσΟεΫͷຎ໣͸͘͝
Θ͔ͣͰɺ൒Ӭٱతʹ࢖༻Ͱ͖·͢ɻ

��湿式クラッチ/ブレーキͷ५׈

࣪ࣜΫϥον�ϒϨʔΩ͸ɺ५׈ঢ়ଶͰ࢖༻͢ΔΑ
͏ຎࡐࡲྉ͕࡞ΒΕ͍ͯΔͷͰɺඞͣڅ༉ͯ͠͝
ɻ͍ͩ͘͞༺࢖
५׈༉ʹ͸५׈ͱྫྷ٫ͷ2ͭͷಇ͖͕ཁ͞ٻΕɺ
·ͨੑೳ͓Αͼ଱ੑٱʹେ͖͘Ө͢ڹΔͷͰɺ࢖
༻ঢ়͓گΑͼػ༺࢖ցͷ५׈Λ૯߹తʹྀͯ͠ߟ
બఆ͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ

���ɹ५׈Λඞཁͱ͢Δクラッチ/ブレーキ
ɹ.8ࣜ࣪ܗଟ൘ి࣓Ϋϥον�ϒϨʔΩ

���ɹ५׈༉ͷछྨ
ɹΫϥονʹ༻͍Δ५׈༉͸ɺ଱೤ੑ͕ྑ޷ͰɺͳΔ΂͘೪
౓͕௿͘ɺ๐ͷൃੜ͠ͳ͍΋ͷ͕ཧ૝Ͱ͋Γ·͢ɻ५׈༉͸
࿈݁࣌ʹ͸σΟεΫ͔ؒΒԡ͠ग़͞Εͯɺڥʹޙ࠷քຎࡲ
ͱͳͬͯ࿈݁͠ɺτϧΫΛ఻ୡ͠·͢ɻ͠ ͕ͨͬͯɺ࿈݁࣌
ؒ͸५׈༉ʹΑͬͯେ͖͘Ө͞ڹΕ·͢ɻಛʹɺి ࣓Ϋϥο
ν�ϒϨʔΩͷ৔߹͸ɺ೪౓͕͍ߴͱΞʔϚνϡΞͷಈ࣌࡞
ؒ΋௕͘ͳΓ·͢ɻ·ͨɺ௿଎ճసͷ৔߹͸ɺ࿈݁ɾ੍ಈ࣌
͕ؒ௕͘ͳΔͷͰɺ࢖༻৚݅Λྀͯ͠ߟબఆ͢Δ͜ͱ͕େ
੾Ͱ͢ɻ
ɹҰൠʹ͸λʔϏϯ༉*40��7(�2ʙ��Λ࢖༻͠·͢
͕ɺಛʹυϥάτϧΫΛ໰୊ʹ͢Δ৔߹΍ߴɺ ଎ճస·ͨ
͸௿଎ճస͓Αͼྫྷפ஍Ͱ࢖༻͢Δ৔߹͸ɺϚγϯ༉*40
7(�ʙ10Λ͝࢖༻͍ͩ͘͞ɻ
ɹंࣃശʹ૊ΈࠐΜͰ࢖༻͢Δ৔߹ɺंࣃͷ५্͔׈Β೪
౓ͷ͍ߴ५׈༉Λ͏࢖৔߹͸ɺΫϥον�ϒϨʔΩͷಈ࣌࡞
͕ؒѱ͘ͳΔͱͱ΋ʹɺτϧΫͷ௿Լ͓ΑͼυϥάτϧΫ
͕େ͖͘ͳΔͷͰɺ஫ҙΛཁ͠·͢ɻ
ɹ࣍ʹɺࡏݱΫϥον�ϒϨʔΩʹ࢖ΘΕ͍ͯΔ५׈༉Λද
�ʹࣔ͠·͢ɻ

ੴ༉ϝʔΧʔ໊ *40άϨʔυ ϞʔϏϧ +95(ΤωϧΪʔ γΣϧ ίεϞੴ༉ ग़ޫ࢈ڵ

Ұൠ༻

7(�2 %5&ΦΠϧ
ϥΠτ

'#,λʔϏϯ
�2

λʔϘΦΠϧ
5�2

λʔϏϯεʔύʔ
�2

μϑχʔλʔϏϯ
ΦΠϧ�2

7(�� %5&ΦΠϧ
ϝσΟΞϜ

'#,λʔϏϯ
��

λʔϘΦΠϧ
5��

λʔϏϯεʔύʔ
��

μϑχʔλʔϏϯ
ΦΠϧ��

7(�� %5&ΦΠϧ
ϔϏʔϝσΟΞϜ

'#,λʔϏϯ
��

λʔϘΦΠϧ
5��

λʔϏϯεʔύʔ
��

μϑχʔλʔϏϯ
ΦΠϧ��

༺ɾ௿଎ߴ
༺஍ྫྷפ

7(� εʔύʔϚϧύε
%9�

ςτϥΦΠϧ
�41

/&8ϚΠςΟεʔύʔ
�

μϑχʔεʔύʔ
ϚϧνΦΠϧ�

7(10 ϕϩγςΟΦΠϧ
/0.�

εʔύʔϚϧύε
%910

ςτϥΦΠϧ
1041

/&8ϚΠςΟεʔύʔ
10

μϑχʔεʔύʔ
ϚϧνΦΠϧ10

表4　ਪ঑潤滑༉
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���ɹ५ํ׈๏
ɹΫϥον�ϒϨʔΩͷ५ํ׈๏ʹ͸ɺ࣍ ͷํ๏͕͋
Γ·͢ɻ
ɹཧ૝ͱͯ͠͸ɺ࣠ ৺څ༉͕Ұ൪๬·͍͠Ͱ͕͢ɺΫ
ϥον�ϒϨʔΩͷऔ෇͚Ґஔɺ࢖༻৚͔݅Βݕ౼͠ɺ
૯߹తʹ൑அ͠ɺܾͯݟΒ͔ੑࡁܦ ఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

⬟ ༉ཋ५׈ʢԣ࣠Ͱճస਺1000ʦS�NJOʧҎԼ·ͨ
͸࿈݁ස౓ͷগͳ͍৔߹ʣ

ɹΫϥον�ϒϨʔΩͷ֎ܘͷ1��͔Β1��͘Β͍
Λ༉தʹਁͯ͠५͢׈Δํ๏ɻʢਤ1�ʣ
ɹͨͩ͠ɺंࣃശ಺ͳͲͰंࣃʹΑͬͯɺ༉ͷඈລ͕
Ϋϥον�ϒϨʔΩʹे෼ֻ͔Δ৔߹͸ɺΫϥον�
ϒϨʔΩ͸༉໘্ʹ͋ͬͯ΋ࠩ͋͑͠ࢧΓ·ͤΜɻ

⬡ ;Γ͔͚५׈ʢճస਺1000ʦS�NJOʧҎԼͷ৔߹ʣ
ɹϙϯϓʹΑͬͯɺΫϥον�ϒϨʔΩͷσΟεΫ෦
෼͓Αͼి࣓Ϋϥονͷ৔߹͸ɺ࣠ ड͚෦෼ʹ΋څ
༉͢Δํ๏ɻʢਤ1�ʣ

⬣ ࣠৺څ༉
ɹϙϯϓʹΑͬͯɺΫϥον�ϒϨʔΩͷ࣠৺͔Β
σΟεΫ͓Αͼ࣠ड͚෦෼ʹڅ༉͢Δํ๏ɻճస਺
1000ʦS�NJOʧҎ্ͷ৔߹͓Αͼ୦࣠ͷ৔߹·ͨ͸
͸ɺ࣠ʹࣄ࢓ߴ ৺څ༉͕ཧ૝తͰ͢ɻ
ɹ࣠৺څ༉ͷྫΛਤ1�ʙ20ʹࣔ͠·͢ɻ
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⬥ ༉ྔ͓Αͼ༉ͷਗ਼ড়Խڅ

ʢ1ʣڅ༉ྔ
ɹΫϥον�ϒϨʔΩͷ५׈͸ɺσΟεΫʹ༉ບ͕ߏ
੒͞Ε͍ͯΕ͹Α͍Θ͚Ͱ͕͢ɺྫྷ ٫ޮՌͷ఺͔Β
͸༉ྔ͕ଟ͍΄͏͕༗ޮͰ͢ɻ͠ ͔͠ɺଟ͗͢Δͱυ
ϥάτϧΫ͕େ͖͘ͳΔͷͰɺ࢖༻৚݅ʹΑͬͯڅ
༉ྔΛ૿͢ݮΔ͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻඪ४څ༉ྔ͸Լه
ʹࣔ͢ͱ͓ΓͰ͕͢ɺ࿈݁ɺ੍ ಈࣄ࢓ͷେ͖͍৔߹
͸ɺे ෼ʹڅ༉͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

ʢ2ʣ༉Թ
ɹ༉Թ͸�0ˆҎԼʹอͯΔΑ͏ɺλϯΫ༰ྔΛେ͖
͘औΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻେ͖͘औΕͳ͍৔߹͸ɺ༉Λ
॥؀͢Δ͔ɺΫʔϥ·ͨ͸Ϋϥον�ϒϨʔΩശʹྫྷ
٫ϑΟϯΛઃ͚Δ͜ͱͳͲ͕ඞཁͰ͢ɻ

ʢ�ʣ༉ͷਗ਼ড়Խ
ɹ५׈༉͸ਗ਼ড়ͳ΋ͷΛ࢖༻͠ɺಛʹϙϯϓڅ༉Λ
৔߹ʹ͸ɺඞͣΦΠϧϑΟϧλʢ�0ʙ100ϝο͏ߦ
γϡʣΛઃ͚ɺమคͳͲΛআ͢ڈΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
ɹ५׈༉͸ͱ͖Ͳ͖఺ͯ͠ݕɺ༉ྔ͕ෆ଍͍ͯ͠Δ
ͱ͖͸ิॆ͠ɺ·ͨܦ༺࢖աʹΑͬͯԚછྼԽ͢Δ
ͷͰɺఆظతʹަ͍ͩͯ͘͞͠׵ɻ

表5 MW形湿式多൘電磁クラッチ/ブレーキඪ४給༉量（軸৺給༉）
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OGURA HP

�৽৘ใͳΒϗーϜϖーδ࠷
トϐックスɺձࣾҊ಺ɺ事ྖۀҬɺ੡඼Ҋ಺ɺ電ࢠカλログɺ

1D'カλログɺબఆࢉܭͳͲʜ৘ใຬࡌ�
Ξクηスͩ͘͞いʹܰؾ͓

http://www.oguraclutch.co.jp
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OGURA CATALOG
͓٬༷ͷ࢖用໨త͝ͱʹɺ֤छカλログΛ取Γଗ͓͑ͯΓ·͢
カλϩグのご੥ٻは、౰ࣾϗーϜϖージʪIUUQ�//XXX.PHVrBDMVUDI.DP.KQʫのʠお໰い合わせʡ
またはد࠷りӦۀॴ（P78参照）までごґཔください。

乾式単板電磁クラッチ/ブレーキ
��ࣜܗࡌܝ
○AMシリーズ　ʵࣜס୯൘ϚΠΫϩి࣓Ϋϥον�ϒϨʔΩʵ
ɹɹʤಛɹ௕ʥখܗɾܰྔɾߴτϧΫɺόοΫϥογϡθϩ
ɹɹʤ༻్ྫʥෳࣸػɿࢴڅϩʔϧͷۦಈɺޫݯͷૹΓ

○Vシリーズ　ʵࣜס୯൘ి࣓Ϋϥον�ϒϨʔΩʵ
ɹɹʤಛɹ௕ʥബܗίϯύΫτɺϋΠϨεϙϯε
ɹɹʤ༻్ྫʥόϯυֻ͚ػɿόϯυͷૹΓग़͠ɾక෇͚

○MSシリーズ　ʵࣜס୯൘ి࣓Ϋϥον�ϒϨʔΩʵ
ɹɹʤಛɹ௕ʥΦʔτΪϟοϓߏػ෇͖ɺϩϯάϥΠϑ
ɹɹʤ༻్ྫʥࣗಈ൫ɿओ࣠ͷม଎

○MMCシリーズ　ʵࣜס୯൘ి࣓Ϋϥονʵ
ɹɹʤಛɹ௕ʥൈ܈ͷ଱ੑٱɺఆ֨ిѹ%$127ɾ2�7ͷ̎λΠϓ
ɹɹʤ༻్ྫʥಛ૷ंɿ֤छϙϯϓͷۦಈ

ㅤ্هͷ΄͔ɺ.1γϦʔζʵߴ଎࡞ಈ༻ి࣓Ϋϥον�ϒϨʔΩϢχοτʵ
ɹɹɹɹɹɹɹిݯ૷ஔɹΛࡌܝ

無励磁作動ブレーキ/クラッチ
��ࣜܗࡌܝ
○MCNBシリーズ　ʵϚΠΫϩແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩʦখܗλΠϓʧɻ
ɹɹʤಛɹ௕ʥখܗɾߴτϧΫɺ੍ಈͱอ࣋ͷ̎λΠϓ
ɹɹʤ༻్ྫʥখܗϞʔλɿ੍ಈɺอ࣋

○SNB-Nシリーズ　ʵແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩʦബܗλΠϓʧɻ
ɹɹʤಛɹ௕ʥബܗίϯύΫτɺԠ౴ੑൈ܈
ɹɹʤ༻్ྫʥϞʔλɿ੍ಈɺอ࣋

○RNB-Nシリーズ　ʵແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩʦബܗλΠϓʧɻ
ɹɹʤಛɹ௕ʥബܗίϯύΫτɺ4/#ܗͱಉੇ๏ͰτϧΫ̎ഒ
ɹɹʤ༻్ྫʥ֤छϩϘοτɿΞʔϜͷอ࣋

○MNB-Nシリーズ　ʵແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩʦ൚༻λΠϓʧɻ
ɹɹʤಛɹ௕ʥݻݎɾߴτϧΫɺ੍ಈɾอ࣋݉༻λΠϓ
ɹɹʤ༻్ྫʥΤεΧϨʔλɾΤϨϕʔλɿඇৗ੍ಈ

ㅤ্هͷ΄͔ɺ.$/# .PMEEJTDγϦʔζ
ʵϚΠΫϩແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩʦখܗλΠϓʧɻ

ɹɹɹɹɹɹɹ.$/#�5γϦʔζʵϚΠΫϩແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩ
ʦখܗɾബܗλΠϓʧɻ

ɹɹɹɹɹɹɹ3/#�5γϦʔζʵແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩʦബܗλΠϓʧɻ
ɹɹɹɹɹɹɹ'/#�/γϦʔζʵແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩʦബܗɾ୯໘λΠϓʧɻ
ɹɹɹɹɹɹɹ1/#γϦʔζʵແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩ

ʦύʔϚωϯτϚάωοτλΠϓʧɻ
ɹɹɹɹɹɹɹ4.$γϦʔζʵແྭ࣓࡞ಈΫϥονʦίϯύΫτλΠϓʧɻ
ɹɹɹɹɹɹɹిݯ૷ஔɹΛࡌܝ
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いい製品はいい工場から……
全工場・全製品ISO9001・14001認証取得 '19.08. 1,000

機械・油圧・空気圧クラッチ/ブレーキ
��ࣜܗࡌܝ
○OS・DS・ODシリーズ　ʵࣜסʗ࣪ࣜଟ൘ػցΫϥονʵ
ɹɹʤಛɹ௕ʥখܗɾߴτϧΫɺυϥάτϧΫʢۭసτϧΫʣ͕ খ͍͞
ɹɹʤ༻్ྫʥਫ໳ɿήʔτͷٸۓःஅ༻

○HOシリーズ　ʵ࣪ࣜଟ൘༉ѹΫϥονʵ
ɹɹʤಛɹ௕ʥখܗɾߴτϧΫɺϩϯάϥΠϑ
ɹɹʤ༻్ྫʥΫϨʔϯɿ্רυϥϜͷม଎

○ACSBシリーズ　ʵۭؾѹΫϥον�ϒϨʔΩʵ
ɹɹʤಛɹ௕ʥԠ౴ਝ଎ɺ์೤ྔ͕େ͖͍
ɹɹʤ༻్ྫʥύϫʔϓϨεɿΫϥϯΫ࣠ͷىಈɾఀࢭ

高圧クーラント装置＆電気集じん装置＆オイルミスト除去装置
��ࣜܗࡌܝ
高圧クーラント装置
○OJシリーズ
ɹɹʤಛɹ௕ʥɹ1.�.QBʙ2�.QBͰ੾Γ۵Λ੍ڧഉग़͠ɺՃ޻ਫ਼౓Λ্޲
ɹɹɹɹɹɹɹলΤωλΠϓ΋ϥΠϯφοϓ͕͋Γɺѹྗ੾ସࣗ༝ࣗ

ͷফඅిྗͰӡసݶখ࠷Ͱɺඞཁࡏ
ɹɹʤ༻్ྫʥɹػ࡞޻ցશൠ

電気集じん装置
○OMSEシリーズ
ɹɹʤಛɹ௕ʥɹಠࣗͷϓϥζϚ์ిٕज़Ͱɺั ूޮ཰��.�ˋΛ࣮ݱ
ɹɹʤ༻్ྫʥɹػ࡞޻ցશൠɺ৯඼Ճػ޻શൠ

オイルミスト除去装置
○OMSZシリーズ
ɹɹʤಛɹ௕ʥɹϨϒσΟεΫΠϯύΫλʔʢ3%*ʣͱೋ࣍ଆͷੑߴ

ೳϑΟϧλʔΛ࢖༻͢Δ͜ͱʹΑΓɺΫϦʔϯͳ৬
৔ڥ؀Λ࣮ݱ

ɹɹʤ༻్ྫʥɹػ࡞޻ցશൠ

パウダ・ヒステリシスクラッチ/ブレーキ
��ࣜܗࡌܝ
○OPシリーズ ʵϚΠΫϩύ΢μΫϥον�ϒϨʔΩʵ
ɹɹʤಛɹ௕ʥ͍޿τϧΫ੍ൣޚғɺ҆ఆͨ͠εϦοϓτϧΫ
ɹɹʤ༻్ྫʥ์ిՃػ޻ɿϫΠϠͷுྗ੍ޚ

○Hシリーズ ʵώεςϦγεΫϥον�ϒϨʔΩʵ
ɹɹʤಛɹ௕ʥਖ਼֬Ͱ༰қͳτϧΫ੍ੑޚɺεϜʔζͳಈ࡞ಛੑ
ɹɹʤ༻్ྫʥרઢػɿઢࡐͷרऔΓɾר໭੍͠ޚ

○PHTシリーズ ʵύʔϚώετϧΫίϯτϩʔϥʵ
ɹɹʤಛɹ௕ʥਖ਼֬ͳτϧΫ൓෮ੑɺ൒Ӭٱతण໋
ɹɹʤ༻్ྫʥרऔΓɾר໭͠ߏػɿࢴɺϑΟϧϜɺϫΠϠͳͲ

○張力制御機器
ɹɹʤಛɹ௕ʥলΤωɾলεϖʔεɾܰྔઃܭ
ɹɹʤ༻్ྫʥϑΟϧϜɾࢴՃػ޻ɺרऔػɺػߴೳણҡͷՃ޻

ㅤ্هͷ΄͔ɺ1&5γϦʔζʵӔిྲྀτϧΫϦϛολʵ
ɹɹɹɹɹɹɹ01-γϦʔζʵύ΢μϦϛολʵɹΛࡌܝ

�17.06. 2
000

/

/

/
/
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੡品にؔするお໰い合わせは、下記のد࠷Ӧۀॴ΁ご࿈བྷください。

ɹ˟
5&-ʢ0�ʣ�����21�1ɹ�'"9ʢ0�ʣ���������

େ ࡕ Ӧ ۀ ॴɹɹɹ �˟���0012�େࡕ෎౦େࢢࡕ௕ా౦2ஸ໨2൪10߸ʪ౦༸Ϋϥονࣜגձࣾ�େࢧࡕళϏϧ�֊ʫ
5&-ʢ0�ʣ���������ɹ�'"9ʢ0�ʣ�����0��0

໊ ݹ ԰ Ӧ ۀ ॴɹɹɹ �˟���00���Ѫ஌ݹ໊ݝ԰ࢢೆ۠ࡩຊொ22൪஍ʪύʔγϞϯώϧζࡩຊொ1֊ʫ
5&-ʢ0�2ʣ�22��022ɹ�'"9ʢ0�2ʣ�22�2022

๺ ཮ Ӧ ۀ ॴɹɹɹ �˟21��01��ੴ઒ۚݝ୔ࢢ৽ਆా�ஸ໨2�൪1߸ʪ৽ਆాϏϧ2֊ʫ
5&-ʢ0��ʣ2�2�1�0�ɹ�'"9ʢ0��ʣ2�2�1�0�

޿ ౡ Ӧ ۀ ॴɹɹɹ ౡΦϑΟεηϯλʔ�֊ʫ޿ਆொ�൪��߸ʪߥೆ۠౦ࢢౡ޿ݝౡ޿���2�0�0˟�
5&-ʢ0�2ʣ2���2122ɹ�'"9ʢ0�ʣ�����0��0

۝ भ Ӧ ۀ ॴɹɹɹ �˟12�00�1�෱Ԭݝ෱Ԭࢢതଟ۠٢௩1ஸ໨��൪�߸
5&-ʢ0�2ʣ�2�����0ɹ�'"9ʢ0�2ʣ�2����0�

ɹ ૬ੜொ2ஸ໨���൪஍ࢢੜۅݝഅ܈����0011˟�

ɹ ૬ੜொ2ஸ໨�0�൪஍ࢢੜۅݝഅ܈����0011˟�

ɹ ੺ງࣛౡொ1���൪஍ࢢҏ੎࡚ݝഅ܈����2202˟�

ɹ ொ2ஸ໨12��൪஍ྛ߳ࢢҏ੎࡚ݝഅ܈�����220˟�

˞౰ࣾϗーϜϖージʪIUUQ�//XXX.PHVrBDMVUDI.DP.KQ
お໰い合わせも受け付けております。

（ϝールによるお໰い合わせは、ฦ౴に数೔かかる場合がご͟います）。

ॴۀӦد࠷˙
౦ ژ Ӧ ۀ ॴ

˙ຊ ɾࣾ޻৔ॴࡏ஍

ຊࣾɾୈҰ޻৔

ୈɹࡾɹ޻ɹ৔

੺ɹງɹ޻ɹ৔

߳ɹྛɹ޻ɹ৔

˙ؔ࿈ձࣾ

౦༸Ϋϥονࣜגձࣾʢ೔ຊʣ

౦ژਫ਼ࣜג޻ձࣾʢ೔ຊʣ

ઘʢ೔ຊʣࡾձࣾࣜג

0HVSB�*OEVTUSJBM�$PSQPSBUJPOʢΞϝϦΧʣ

0HVSB�$PSQPSBUJPOʢΞϝϦΧʣ

0HVSB�4.".4.ʢϑϥϯεʣ

0HVSB�$MVUDI�5IBJMBOE�$0.
-5%.ʢλΠʣ

খ૔཭߹ػʢ౦،ʣ༗࢘ެݶʢதࠃʣ

࠭Ӭਫ਼ࢠి޻ʢ౦،ʣ༗࢘ެݶʢதࠃʣ

খ૔཭߹ػʢແऎʣ༗࢘ެݶʢதࠃʣ

খ૔཭߹ػʢ௕ڵʣ༗࢘ެݶʢதࠃʣ

0HVSB�$MVUDI�*OEJB�175.�-5%.�ʢΠϯυʣ

0HVSB�$MVUDI�1IJMJQQJOFT
�*OD.�ʢϑΟϦϐϯʣ
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